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  ＡＣＴ　１


  　


  

  　

  　

  　

  「あ、先輩ぃ、メシ、行くでしょ？　俺、先行って席取っときますわ！」

  　研究室のドアを開けた小林千雪を廊下の向こうから大きな声で呼んだのは、法学部三年の佐久間徹という。

  　推理小説研究会、宮島ゼミときて、さらに修士課程にも進むつもりらしい佐久間は、千雪を追いかけるように進路を決めている後輩である。

  　宮島研究室には院生より長く入り浸っているのではないかという噂さえあるかなりな強心臓の持ち主だ。

  　しかも愛嬌のよさであまり敵を作らない、お得な性格である。

  「人の返事を聞け、アホ…」

  　声だけかけて走っていってしまった佐久間に対してボソリ、と千雪は口にする。

  　千雪の小説のファンになり、千雪が所属していた推理小説研究会に入ってきたという輩、いや、女子学生などもわずかながらいることはいるのだが、佐久間ほど屈託なく、かつ無遠慮に近づいてはこない。

  　まあ、大阪出身ということで同じ関西人同士、千雪としても話しやすい相手ではある。

  「せんぱーい、こっちこっち！」

  　学食で窓際の席を陣取った佐久間が、山菜うどんをトレーに載せた千雪を見つけて手を振る。

  　途端、周囲からクスクス笑いが広がった。

  　　


  「あんの…！」

  　男にしては稀有なまでの美貌ゆえに街を歩けば大概好奇の視線を浴びせられた高校までの頃とはまた別の意味で、最近では悪目立ちしている気がする。

  　主に京助とこの佐久間のお陰で。

  　東京にきてから、いや黒ブチ眼鏡とダサダサななりが功を奏してか、動物園のパンダたちに同病相哀れむの感を持って送っていた地元での日々とはきれいさっぱりおさらばできて、してやったりな千雪なのだが、逆にネクラだ、変人だ、クサそうだ、いろんな噂が耐えず、あまり人が近づこうとしなくなった。

  　まさか自分の小説が賞を取ってベストセラーになったり、あまつさえそのダサダサの風貌が勝手に性格づけされて一人歩きし、一気にマスコミによって全国的に知られるようになるとは夢にも思わなかった。

  　上も下も数年以内に母校である祇園高校からのＴ大生が現れなかったのは幸いだったのか、京都の菊子や江美子に聞いた話によると、卒業して以来顔を合わせていないクラスメイトの間では、千雪は急激に変貌したという噂になっているらしい。

  　千雪をその話題の風貌ごと気に入っているという佐久間は、口を開かなければ自分はなかなかイケメンの部類なのだが、また十二分に変人の部類なのかもしれない。

  「でかい声出すなや」

  　千雪は眉を顰めて佐久間の向かいに座る。

  「そうかて、先輩わからんかしれんと思て。なんや先輩、また小食やな。せめて天ぷらうどんにしやはったら？」

  「俺が何食おうとお前に関係あれへんわ」

  「あかんがな、ただでさえ細いのに、ほな、出血大サービスや」

  　ほい、と佐久間は自分が食べていた天丼のえび天をひとつ千雪のうどんの上に載せた。

  「何すんね！　今日はあっさりしたもん……」

  「遠慮はいりまへんよって、ビシバシ食べて食べて」

  「人の言うこと聞け！」

  　　


  「はあ？」

  　ニカニカ笑う佐久間に、千雪はひとつため息をおとす。

  　千雪の怒りもどこ吹く風の佐久間は味噌汁をすすり、大盛天丼をがつがつと平らげていく。

  「せえけど、さすが、京助先輩いーひんと周り静かやなー」

  　あっと言う間に食べ終え、プラスチックの茶碗の茶を一気に飲み干した佐久間は、ようやく人心地ついたようにのんびり周りを見回した。

  「実習で手術に立ち会うやなんて、俺は頼まれてもごめんやけど」

  　うっと、うどんの最後のひとすすりを千雪は危うく飲み込んだ。

  　言葉だけで思わず血の色を想像してしまう。

  「人がまだ食うてる時に……」

  　ジロっと佐久間を睨みつけ、千雪は茶をすする。

  「そんなんで、先輩、よう殺人事件なんか書かはりますな」

  「ドロドロしたんは嫌いや」

  「そういえばそうか。毒飲んで血ぃ吐いた、みたいな描写あんまりないもんな、先輩の……あ、ちょ、待ってーな、先輩ぃ」

  　暢気そうに腕組みをする佐久間の話を最後まで聞かないうちに、千雪はトレーを持って立ち上がった。

  「もう、言いませんよって、堪忍してくださいよー」

  「……お前もおかしなやっちゃな」

  　並んで返却口に食器を戻しながら、千雪はボソリと口にする。

  「俺なんかとつるまんかて、お前、ダチおるやろ」

  「俺、昼は先輩らとって決めてますよって」

  「勝手に決めるな」

  　千雪はたったか学食を出る。

  「何、怒ったはんの？　ほな、コーヒーおごりますよって、機嫌直してーな、先輩」

  「何でお前におごられなあかんね」

  「ツレナイこと言わんと、カフェテリアいきまひょ」

  　　


  　ぐいぐいと千雪の腕を引っぱって佐久間が連れて行ったのは先ごろ新しくできたカフェテリアだ。

  　すばやくちょうど空いたテーブルを見つけると千雪を座らせる。

  「お待たせ～」

  　やがて佐久間は紙コップのコーヒーと千雪リクエストのカフェオレを両手に、千雪がぶすっと頬杖をついているテーブルに戻ってきた。

  「いっつもほら、京助先輩と一緒やと、周り女の子の視線で取り囲まれてるし、込み入った話もでけんし」

  「いつでも平気でべらべらしゃべっとるように見えるぞ、お前」

  「ははは、いや、ほんまの話、先輩、彼女いてはらへんですやろ？」

  　いきなりの質問に千雪は言葉に詰まる。

  「それがお前に何か迷惑かけたか？」

  「またまたそんな冷たい～、いや、京助先輩には悪いんやけど、この話は千雪先輩だけにってことで、明日の土曜の夜、合コン行きませんか？」

  「合コン？　誰が行くか」

  　よもやそんな話をしたいがために、コーヒーをおごられたとは思いもよらなかった千雪は、一刀両断に返す。

  「そんな、もちょと考えてみてくださいよ。あと十日でクリスマス・イブでっせ？　クリスマスいえば、恋人同士で過ごすのんがお約束ですがな。はよ相手見つけな、間に合いまへんわ」

  「俺はあいにくクリスチャンと違うし、大体がイブを恋人同士で過ごすやなんて、誰が決めてん。何も関係あれへんわ」

  「これやからな。俺、ほんま、先輩のこと心配ですねん。先輩も知ってはるやろ？　影で先輩がどない噂されとんのんか」

  「ネクラだ、変人だ、クサそうだ？　そんなん言われてる俺を合コンなんかに連れてってどないすんね」

  「せやからです」

  　ぐい、と顔を寄せて、佐久間はまくしたてる。
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　　　　　ＡＣＴ　１

　

　

「あ、先輩ぃ、メシ、行くでしょ？　俺、先行って席取っときますわ！」

　研究室のドアを開けた小林千雪を廊下の向こうから大きな声で呼んだのは、法学部三年の佐久間徹という。

　推理小説研究会、宮島ゼミときて、さらに修士課程にも進むつもりらしい佐久間は、千雪を追いかけるように進路を決めている後輩である。

　宮島研究室には院生より長く入り浸っているのではないかという噂さえあるかなりな強心臓の持ち主だ。

　しかも愛嬌のよさであまり敵を作らない、お得な性格である。

「人の返事を聞け、アホ…」

　声だけかけて走っていってしまった佐久間に対してボソリ、と千雪は口にする。

　千雪の小説のファンになり、千雪が所属していた推理小説研究会に入ってきたという輩、いや、女子学生などもわずかながらいることはいるのだが、佐久間ほど屈託なく、かつ無遠慮に近づいてはこない。

　まあ、大阪出身ということで同じ関西人同士、千雪としても話しやすい相手ではある。

「せんぱーい、こっちこっち！」

　学食で窓際の席を陣取った佐久間が、山菜うどんをトレーに載せた千雪を見つけて手を振る。

　途端、周囲からクスクス笑いが広がった。

「あんの…！」

　男にしては稀有なまでの美貌ゆえに街を歩けば大概好奇の視線を浴びせられた高校までの頃とはまた別の意味で、最近では悪目立ちしている気がする。

　主に京助とこの佐久間のお陰で。

　東京にきてから、いや黒ブチ眼鏡とダサダサななりが功を奏してか、動物園のパンダたちに同病相哀れむの感を持って送っていた地元での日々とはきれいさっぱりおさらばできて、してやったりな千雪なのだが、逆にネクラだ、変人だ、クサそうだ、いろんな噂が耐えず、あまり人が近づこうとしなくなった。

　まさか自分の小説が賞を取ってベストセラーになったり、あまつさえそのダサダサの風貌が勝手に性格づけされて一人歩きし、一気にマスコミによって全国的に知られるようになるとは夢にも思わなかった。

　上も下も数年以内に母校である祇園高校からのＴ大生が現れなかったのは幸いだったのか、京都の菊子や江美子に聞いた話によると、卒業して以来顔を合わせていないクラスメイトの間では、千雪は急激に変貌したという噂になっているらしい。

　千雪をその話題の風貌ごと気に入っているという佐久間は、口を開かなければ自分はなかなかイケメンの部類なのだが、また十二分に変人の部類なのかもしれない。

「でかい声出すなや」

　千雪は眉を顰めて佐久間の向かいに座る。

「そうかて、先輩わからんかしれんと思て。なんや先輩、また小食やな。せめて天ぷらうどんにしやはったら？」

「俺が何食おうとお前に関係あれへんわ」

「あかんがな、ただでさえ細いのに、ほな、出血大サービスや」

　ほい、と佐久間は自分が食べていた天丼のえび天をひとつ千雪のうどんの上に載せた。

「何すんね！　今日はあっさりしたもん……」

「遠慮はいりまへんよって、ビシバシ食べて食べて」

「人の言うこと聞け！」

「はあ？」

　ニカニカ笑う佐久間に、千雪はひとつため息をおとす。

　千雪の怒りもどこ吹く風の佐久間は味噌汁をすすり、大盛天丼をがつがつと平らげていく。

「せえけど、さすが、京助先輩いーひんと周り静かやなー」

　あっと言う間に食べ終え、プラスチックの茶碗の茶を一気に飲み干した佐久間は、ようやく人心地ついたようにのんびり周りを見回した。

「実習で手術に立ち会うやなんて、俺は頼まれてもごめんやけど」

　うっと、うどんの最後のひとすすりを千雪は危うく飲み込んだ。

　言葉だけで思わず血の色を想像してしまう。

「人がまだ食うてる時に……」

　ジロっと佐久間を睨みつけ、千雪は茶をすする。

「そんなんで、先輩、よう殺人事件なんか書かはりますな」

「ドロドロしたんは嫌いや」

「そういえばそうか。毒飲んで血ぃ吐いた、みたいな描写あんまりないもんな、先輩の……あ、ちょ、待ってーな、先輩ぃ」

　暢気そうに腕組みをする佐久間の話を最後まで聞かないうちに、千雪はトレーを持って立ち上がった。

「もう、言いませんよって、堪忍してくださいよー」

「……お前もおかしなやっちゃな」

　並んで返却口に食器を戻しながら、千雪はボソリと口にする。

「俺なんかとつるまんかて、お前、ダチおるやろ」

「俺、昼は先輩らとって決めてますよって」

「勝手に決めるな」

　千雪はたったか学食を出る。

「何、怒ったはんの？　ほな、コーヒーおごりますよって、機嫌直してーな、先輩」

「何でお前におごられなあかんね」

「ツレナイこと言わんと、カフェテリアいきまひょ」

　ぐいぐいと千雪の腕を引っぱって佐久間が連れて行ったのは先ごろ新しくできたカフェテリアだ。

　すばやくちょうど空いたテーブルを見つけると千雪を座らせる。

「お待たせ〜」

　やがて佐久間は紙コップのコーヒーと千雪リクエストのカフェオレを両手に、千雪がぶすっと頬杖をついているテーブルに戻ってきた。

「いっつもほら、京助先輩と一緒やと、周り女の子の視線で取り囲まれてるし、込み入った話もでけんし」

「いつでも平気でべらべらしゃべっとるように見えるぞ、お前」

「ははは、いや、ほんまの話、先輩、彼女いてはらへんですやろ？」

　いきなりの質問に千雪は言葉に詰まる。

「それがお前に何か迷惑かけたか？」

「またまたそんな冷たい〜、いや、京助先輩には悪いんやけど、この話は千雪先輩だけにってことで、明日の土曜の夜、合コン行きませんか？」

「合コン？　誰が行くか」

　よもやそんな話をしたいがために、コーヒーをおごられたとは思いもよらなかった千雪は、一刀両断に返す。

「そんな、もちょと考えてみてくださいよ。あと十日でクリスマス・イブでっせ？　クリスマスいえば、恋人同士で過ごすのんがお約束ですがな。はよ相手見つけな、間に合いまへんわ」

「俺はあいにくクリスチャンと違うし、大体がイブを恋人同士で過ごすやなんて、誰が決めてん。何も関係あれへんわ」

「これやからな。俺、ほんま、先輩のこと心配ですねん。先輩も知ってはるやろ？　影で先輩がどない噂されとんのんか」

「ネクラだ、変人だ、クサそうだ？　そんなん言われてる俺を合コンなんかに連れてってどないすんね」

「せやからです」

　ぐい、と顔を寄せて、佐久間はまくしたてる。

「俺が上から下までコーディネイトします。そのボサボサの頭といい、野暮ったいその黒渕メガネといい、よれよれのジーパンといい、そのスニーカーならぬ運動靴といい、このジャケットならぬ鼠色のスエットといい、そら、俺は現代の金田一耕助やて、気に入ってるんでっせ？　けど、女はそうはとってくれまへんで。いくらなんでも、かまわなさ過ぎです。俺に任せてください、悪いようにはしませんよって」

「断る」

　即答する千雪に、佐久間ははああ、と大仰なため息をつく。

「何でです？　先輩かてええ年の男やし、アッチの方かて、一人では寂しいもんですやんか」

　ちょっと声を落として、佐久間はにやりと笑う。

「ここいらで彼女でもこさえて、あの、歩くだけで女が落ちるいう、京助先輩を見返してやりましょうよ」

　歩くだけで女が落ちる、そんなあきれはてた噂を千雪も耳にしたことはある。

「何であんなやつがそないええんや」

　思わず知らず口から悪態がこぼれる。

「そら、頭よし、ルックスよし、家柄よし、加えてあの豪胆さがたまらんのんと違いますか？　女からすれば、あわよくばセレブ婚、でなくても彼女、でなくてもセフレ、ってな具合で、並みのスターごときじゃ太刀打ちできない男ですやん。まあ、今までに京助先輩がつきおうた女も、そんじょそこいらの女と違いますしな、スーパーモデルの何たらとか、何とか財閥のお嬢とか、勅使河原流家元の娘とか」

　佐久間は調子にのって、千雪にとってあまり愉快なものではない言葉を並べ立てる。

「まあ、うまいことやったはるんやろうけど、次から次へと女は吸い寄せられるんや」

「うまいこと……」

　胸の奥の方で苦いものがざわめき始める。

「そらあれだけの男や、一人に絞れ、いう方が無理いうもんやな〜」

　一人に絞れという方が無理、か。

　千雪は心の中で呟く。

　『お前は全部俺のもんだ。誰にだって渡さねえ…』

　そんな言葉を京助がくれたのはついこの間のことだ。思い出すだけでカッと頬が熱くなる。

　『遊びは裏切りじゃねぇからな』

　でも笑いながらそんなことも言っていた。

　ちょっと冷静になって考えてみると、そうだよな、と思う。

　京助はやはり、うまいこと、やっているのか。

　どれほど情熱的な言葉で千雪を翻弄しようと、別のところではまた別の言葉で女を手玉に取っている、ということか。

　胸の中のざわめきが一層重くなり、息苦しささえ覚えて千雪はカフェオレを飲み干した。

　この得体の知れない感情が、嫉妬というものだということはわかっている。

　だが、こんなじりじりと焼けるような焦燥感とは今までつきあったことがない。

　自分に向けられた言葉がウソだとは思いたくないが、あちこちで語る愛もウソではないのかもしれない。

　俺だけを見ているわけではないのだ。

　俺だけを……

　よく似た思いを随分昔に感じたことはあった。

　けれどそれは、あの真っ直ぐに自分に向けられた眼差しによって、すぐに安堵に取って代わり、千雪にはそう縁のないものだったはずだ。

　そう、自分だけに注がれる視線があった。

　ふと、その深い瞳の色を思い出しそうになり、千雪はそれをやんわりと記憶の底に押しやった。

「先輩？　聞いてます？」

　佐久間の声に、千雪は我にかえる。

「いや、とにかく、数合わせなら他をあたれ。俺のことにはもうかまうな」

　千雪は立ち上がる。

「ちょ、先輩ぃ！」

「ごちそうさん、あ、ゴミも頼むな」

　千雪は飲み干した紙コップを佐久間の空のコップに重ねてテーブルに置くと、たったかカフェテリアを出た。

　

　

　

　

　つい先日、三作目の小説を書き終えてほっとしたところで、なんとなくこれからのことについてゆっくり考えたいと思った千雪は、自分の居る場所をもう一度再確認するために、随分久しぶりになるが、正月には実家に帰ってみようかと考えていた。

　何かというと熱に浮かされたように京助のことばかり考えてしまう、ちょうどそんな頭を冷やすのにいい頃合かもしれない。

　ひとり立ちを目標に東京に出てきたはいいが、電車の乗り降り、近所づきあい、ゴミの出し方、どれをとっても最初は何をどうしたらいいのかわからず途方にくれていた。

　家に来いという伯父伯母、従姉の小夜子の誘いを断って一人で悪戦苦闘はしたものの、いつの間にか世話をやかせていたのは京助だった。

　心まで寄りかかってしまっては、自分がだめになりそうだ。

　一人で歩いていかなければならないのだ。

　自分だけに差し伸べられる手はとっくにないのだし。

　いつまでも自分の思い通りになるはずがない。

　割り切った、というのが、大人のつきあいの大前提なのかもしれない。

　ふうと一つ深呼吸をする。

　研究室のある八号棟に向いながら空を見上げると、鈍い冬の色をして彼方へと広がっている。

　幸せにやってんのかな、研二。

　最近、実家の菓子屋を継いだという幼馴染みの遠い眼差しに、しばし思いを馳せた。

　 

　

　

　

　

　　　　　ＡＣＴ　２

　

　

　佐久間に心配された千雪のクリスマスもイブも、長編とは別に頼まれていた雑誌の短編の締め切りに追われていつの間にか過ぎていた二十六日の朝。

　二十五日の締め切りに数時間遅れて書き上げたばかりの原稿をメールで送り、ボロボロの状態でベッドで丸くなっていた千雪を叩き起こしたのが佐久間のコールだ。

　電源を切っておかなかったのを後悔しながら、ジャカジャカ鳴り出した携帯にぼんやりな頭で千雪が出ると、テンションの高い佐久間の声が響く。

　『あ、先輩、今度、彼女とその友達とスキー行くんですけど、よかったら先輩も………』

　佐久間は例の合コンで彼女をゲットし、楽しいクリスマスイブを過ごしたらしい。相手は年上の美人ＯＬだという。

「……………ほか、あたれや……」

　あからさまに不機嫌な声を絞り出して今度こそ電源を切る。

　もともと携帯は千雪が望んで持っているわけではない。京助が強制的に押しつけたものだ。

　常に追われているような気がして携帯など持ちたくなかったのだが、都合に合わせて使っている。

　従妹の小夜子に番号を教えたくらいで、佐久間は目ざとく千雪の携帯を見つけて勝手に登録してしまっただけだ。もちろん編集担当には教えていない。

　小説も賞なんぞ取る前は好き勝手に書いていたわけで、締め切りに追われるなんてことは考えたこともなかったのだが。

　原稿を送ったあと、電話をくれた編集担当者に、正月には久しぶりに実家に帰ることを告げると、それはきっと今の作品もいいものになりますね、としっかり釘を刺された。

　イブといえば京助もお誘いはわんさかあったらしいが、どうやら実習でつぶれたらしかった。

　

　

　

　

「おい、メシだぞ」

　揺り動かされて再び目を開けた時は、既に外は暗くなりかけていた。

　覚めやらぬ頭で何とか身体を起こすと、京助がキッチンで鍋の蓋を取るのが見える。

「何で、携帯切ってるんだ」

　サンドイッチが盛りつけられた皿や湯気をたてているスープをテーブルに並べながら、京助が文句を言う。

　勝手知ったるもいいところであるが、大柄な京助がいるだけで、狭い部屋がまた狭く感じる。

「締め切りやってうるさかったんや……佐久間が朝早うに電話してきよって」

「佐久間だぁ？　何でやつに番号なんか教えるんだ！」

「知らん。勝手に登録しよったんや……」

　ベッドから這い出してきた千雪はスウェットの上下のままテーブルに着いた。

　どうにかテーブルと椅子が置けるだけのキッチンに京助が一つ椅子を追加したものだから、さらに狭くなった。

　ただでさえバストイレは狭いユニットだし、六畳間はベッドと机、簡易本棚でいっぱいだ。

　押入れの片側は本棚に入りきれない本で溢れ、もう一方は上段に衣類をかけるパイプが通してあり、下段には小さなタンスを置いて使っている。

　上京以来六年、父親と一緒に見つけたこの築二十年の安アパートには、今や京助が持ち込んだ衣類だの食器鍋類だのが増殖している。

　はっきり言って千雪は自分の意思ではないもののお陰でどんどん狭くなっている気がする。

「コーヒーでいいか」

「……ん……」

　さっさと食べ終えて、湯を沸かす京助がたずねると、もそもそとチキンとレタス、トマトのサンドイッチを齧る千雪が生返事をする。

　こうして食事を作ってくれたり、何だかだと世話をやいてくれるのはいいが、知り合って以来京助はこの部屋に入り浸り、当然合鍵も勝手に作り、近くに駐車場まで確保している。

　始めは大学から歩いて十分ほどだから、最初は遅くなったときには都合がいいくらいな程度だったが、どうやら京助にとっては、狭くてもこの千雪の部屋は妙に居心地がいいらしい。

　編集担当が訪ねてきた時に京助と居合わせたこともあるが、何の不審も抱かれることもなく、実はなし崩し的に半同棲生活となってしまったなどとは、誰も知る由もないだろう。

「五時か、六時半の便には間に合うな」

　コーヒーを千雪に渡しながら、京助が言った。

「どっか行くんか？　京助」

　どこかへ誰かと遊びに行くんだろうか。クリスマスがつぶれた代わりに。

　ふいに千雪の気持ちの中で覚醒する面白くない感情。

「ああ、お前もコーヒー飲んだら、顔洗って支度しろ」

「え？」

　訝しげに京助を見やる。

「片づけが終わったらすぐ出かけるからな」

「出かけるて、どこへ？」

「とろとろしてると遅くなるから、さっさとしろ」

　命令口調に眉をひそめながら、千雪はあくまでもマイペースでのろのろと顔を洗う。

　京助は勝手に用意した着替えをベッドの上に置いて、どこかに携帯で電話をかけている。

　ジーンズとセーターに着替えるとダウンジャケットを羽織ってマフラーを掴み、行くぞ、という京助を追って千雪は玄関で履き慣れたバスケットシューズをはく。

「待てよ、どこ行くって……」

　京助はそれには答えず、たったか先を歩く。

　大通りに出るとタクシーを停め、千雪を先に載せて羽田を告げた。

「おい、羽田…て、どこ行くつもりや？」

「締め切りに間に合ったんだろ？　せっかくの冬休みじゃねーか。息抜きしねーでどうすんだよ」

　相変わらずのジャイアン口調で、京助はのたまった。

　 

　

　

　

　一時間半のフライトで、京助と千雪の二人は都会の雑踏を離れ、一転雪が舞い踊る千歳空港に降り立った。

　迎えに現れたのは茶髪にピアスの若者だ。

「公一、お前わざわざ借り出されたのか？」

「いやあ、バイト代出るし、スキー三昧できるし、一石二鳥ってとこ？」

　ベンツのステーションワゴンの後部座席に乗り込むと、京助は運転している若者に親しげに声をかける。

「俺、てっきりいつもみたいに女の子うじゃうじゃ連れてくるんだとばっか……あ、すみません、いや、彼女と二人、お忍びでスキーなんて羨ましい限りっすよ。ってより、そんなチョー美人な彼女、どこに隠してたんです？　いやー、ほんと……俺が知ってる限りでいっちゃんの美人！」

　ちらちらとバックミラーで後ろを見ながら、藤原公一と名乗った若者は捲くし立てる。

　女の子がうじゃうじゃ？

　しかも、美人な彼女、という表現に千雪は顔には出さずとも心の中でむっとしている。

「バーカ、彼女なんかじゃねーよ」

　京助がぶっきらぼうに言う。

「まーたまた、この期に及んで隠すことないでしょーが、身内なんだし」

「俺、小林千雪、言います。京助の後輩になるんで、よろしゅうに」

　京助と公一の会話に輪って入った千雪は、きっぱりと言った。

「へ…………俺……？？？　って、まさか………」

「だから男だ。残念ながらお前の彼女にゃなれねーよ」

　心底驚いたようすの公一に、京助が念を押す。

　空港でも千雪は一応小林だとは名乗ったはずだが、またか、という成り行きである。

「ウッソー？　マジっすか？　びっくりしたなーーー、すみません。あれ、でも、待てよ、確か、京助さん、例の名探偵の相棒、いましたよね？　小説書いてる人、確か小林千雪、って言いませんでしたっけ？　俺の記憶違い……かな」

　一人で首を捻っている公一に、本人だ、とまた京助が答えた途端、車はキキーーーッと音をたて、車体が横揺れする。信号が赤に変わっている。

「このバカ、凍結した道でブレーキなんか踏むな！」

「すんませーん、びっくりして…………こないだはいたばっかのスタッドレス、結構いいじゃん。へへ………しっかし、こりゃ、オヤジも驚くわな〜」

「オヤジって、藤原もきてるのか？　こっちに」

　京助は眉を顰める。

　好き勝手できると思っていたのだが、口うるさいお目付け役がいるとは想定外だ。

「ええ、きっと京助さんのことだから、また何人も連れてくると思ったんじゃないっすか？　どおりで荷物ないと思った。女の子なんかいっつもすんげー荷物だから、この車で大丈夫かなあと心配してたんすよ」

　機内でようやく、京助のうちが持っている山小屋に行ってスキーをするのだと聞かされ、千雪は勝手に決めやがってと怒ったが、ここまできてしまえば仕方がない。

「でも俺、スキーなんか、高校の時授業でやらされただけやで。それに道具かて持ってへんし」

「んなもん、山小屋にあるから心配するな」

「第一着替えも何も手ぶらやし。北海道なんかくるんやったら、それなりに持ってきたのに」

　今更ながらに千雪はグチグチと文句を並べたてる。

「涼用に揃えているのがある。お前と体格ほぼ同じだ」

「涼って、弟さんやったか？　ンな、勝手に……」

「心配すんな、新品だ」

　横柄に京助が電源する。

「そういうことやのうて……」

　傍若無人な京助のやり方に千雪が文句を言っているうちに、二時間ほどで車はニセコに入った。

　しばらくすると外灯に照らされて年季の入った門構えが雪の中にぼんやり見えてくる。

「雪、すごくなってきたな」

　公一は門の前で車を降りると門の横にあるドアホンを鳴らし、帰ったことを告げる。

「ちょっと待ってくださいね、親父が今開けますから」

　親父というのは綾小路家に先々代から仕えるいわゆる執事だと、公一は運転しながら千雪に話してくれた。

　現在Ｋ大二年で今時の若者らしい風貌の公一は、小さい頃から綾小路家で育ち、京助に少林寺を叩き込まれたというだけあって、いい体格をしている。

　車が門をくぐるとまた後ろで門が閉じる音がした。

「京助、これを山小屋、言うんか？　どういう神経しとんのや」

　雪の夜を背景に現れたのは木造三階建ての洋風の大きな屋敷である。

「昔から山小屋って呼んでるんだから、仕方ねぇだろ」

「ヴァンダインの小説に出てきそうな屋敷やな」

　アーチ窓のある玄関のドアが開いて、初老の男が三人を迎え入れた。

「藤原、お前にわざわざいてもらわなくても俺らでやるから、もう帰っていいぞ」

「京助さん、お二人、でございますか？」

　藤原と呼ばれた男は、さっき公一が話したような理由で訝しく思ったのだろうがすぐ「公一、お荷物をお運びして」と公一に命じた。

「夜分にお邪魔してすみません、京助の大学の後輩で、小林と申します」

　中に入ると、千雪は藤原に自己紹介した。

「ようこそいらっしゃいました。小林様、お疲れになりましたでしょう、どうぞお部屋の方にご案内いたします」

　一瞬、藤原は京助の後ろから現れた千雪を驚いたようすで凝視したが、すぐ何事もなかったかのように道中をねぎらった。

「俺が連れてくからいい。二階の端の部屋だろ？　それより何か軽く食うもん用意しといてくれ」

「かしこまりました」

「ご厄介になります」

　服装こそスーツだったが、藤原はぺこりと頭を下げた千雪に対して背筋を正し、深々と頭を下げた。

「なあ、この建物、大正から昭和初期くらいのもん？　ほんまに横溝とかヴァンダインの小説に出てきそうな部屋やな」

　京助に案内されて入った部屋は、ダークブラウンに統一された十畳ほどの部屋だ。

　ふかふかの絨毯、窓座のある出窓、外へと中へと二重に開くようになっているフランス窓。

　シャンデリアにカウチにタンス、テーブル、極めつけは天蓋つきのキングサイズのベッドとどれをとっても年代を感じさせるものばかりだ。

　天井が高い。

「建てたのは大体その頃だったみたいだぜ。ただし、もともと小樽にあったのを二十年位前にここに移築して、補修したり、空調入れたりしたらしい。ベッドとかソファとか椅子なんかも張り替えてある。小樽にあった頃のことはうろ覚えだが、マジに暖炉だけとかで暖を取ってたから冬はちょっと勘弁だったな」

「重要文化財って感じ？　女の子なんか好きそうやん、こんな部屋」

　ダウンジャケットを脱いで椅子に引っ掛けると、千雪はぐるりと部屋を見回す。

「お前みたいに分析したりはしないな」

「ふーん、ほんで何人くらい女の子連れてきたん？」

　からかうように聞かれて、京助は千雪を睨みつける。

「昔の話だ！　着替え持ってくるから待ってろ」

　つい調子にのってぽろっと口にしてしまいそうになった京助は、「あのヤロー、誘導尋問しやがって」とむっとしたまま部屋を出る。

「京助さん、ダイニングにお食事の用意できました。お風呂はわかしてありますが、お食事のあとになさいますか？」

「ああ、先、食べる」

　階段を上がってきた藤原に、京助はそう答えて向かいの部屋に入っていくと、チェストからセーターや下着をいくつか取り出し、それを抱えて千雪の部屋に戻る。

「ほら、着替え。足りなければあるから言えよ」

「もっと早うゆうてくれといたら、俺、用意したのに」

「時間がなかったんだから、仕方ねぇ。それより何か食うぞ、下行って」

　一階は玄関ホールに続いて三十畳ほどのリビングがあり、その右手奥にダイニング、キッチンとなっている。

　左手奥には廊下が続いているようだ。

　テーブルにはカニを使ったペペロンチーノソースのパスタ、アンチョビ、生ハム、スモークサーモンなどのカナッペ、何種類ものチーズ、トマトやアスパラを使ったサラダ、そして氷の入ったワインクーラーにはワインが数本用意されていた。

「わあ、美味そうやな。おそうにお手間かけてしもてすみません、藤原さん」

　あくまでも礼儀正しくテーブルの横に控えている藤原に、千雪は声をかけた。

「お気になさらず、どうぞ。近くのレストランに頼んで作ってもらったものです。お口にあえばよろしいのですが」

　八人は座れるだろう大テーブルの右端に向かい合って二人が座ると、藤原はワインを取ってソムリエナイフでコルクを抜いた。

「あれ、公一さんは？」

　千雪が聞くと、「いえ、お客様とご一緒というわけには」と藤原は一瞬躊躇する。

「かまわないぜ、こいつなら。どうせ腹減ってんだろ？　運転しっぱなしだったし。呼んでこいよ」

「はあ……しかし」

　まだ戸惑い気味の藤原をよそに、「やったー、いいの？　京助さん」と公一は聞いていたらしくキッチンから顔を出した。

「おう、座れよ」

「じゃ、遠慮なく」

　たったか入ってきた公一は、勝手に千雪の横に座る。

「藤原、今日はもういいぜ、休めよ。あとは勝手にやるから」

　京助が言うと、公一も「オヤジ、片付けとか俺やっとくから」と言う。

「それでは、失礼いたします」

　あくまでも礼儀正しく一礼すると、藤原はダイニングを辞した。

「ふうーー、オヤジがいると肩凝るよな」

　三人になってワインで乾杯すると、公一がボソッともらす。

「藤原さんって、ほんま礼儀正しいな。執事の学校とか出てはるん？」

　千雪の率直な意見に公一が笑う。

「確か、若い頃、ケンブリッジ留学していたって。イギリスには養成学校みたいなのがあるらしいけど、そんなの多分行ってないっすよ」

「留学中、どっかの貴族のうちで修行してたらしいぞ。だからありゃ、筋金入りだ。俺が仰々しいのは嫌いだってうるさく言うんで、最近俺らだけのときは藤原にしてはあれでざっくばらんな対応なんだ。親父らの客相手のときは、聞いててマジにこっちが肩凝るくらいだ」

　京助が答える。

「そうなん？」

　あれでも十二分に仰々しい気がする。

「ひえぇ、修行？　俺、オヤジにゆくゆくは俺があと継いでバトラーやれって言われてるんすよ。俺、いやだなー、そんなの。マジ、きつそう」

「お前には無理だな。適正ないぞ。あきらめろ」

　やる前からネをあげている公一に、京助が言った。

「って言ったってなぁ、一応、ほら、育ててもらった恩ってのもあるしさ」

　ワインをごくごく飲み干してから公一は皿に取ったパスタをつつく。

「ばーか、自分にあった仕事するのが、一番いいに決まってるだろ」

　京助は断言する。

「でも、やっぱな。ほんとの親ならそうも言えるけど」

「え、ほんとの親ならって？」

　ぶつぶつ口にする公一の言葉に、千雪が口を挟む。

「ああ、俺、三歳くらいの時にオヤジに引き取られたんですよ、施設から。ってもほとんどその頃の記憶はないんっすけどね。ほんとのことはっきりわかったのは中学入ってからで、それまで俺、何も考えずに京助さんたちと一緒に番町の屋敷で遊びまわってたし。俺、だからあの屋敷がうちだって思い込んでたくらいで」

　へへへ、と公一は笑う。

「お前んちだろうが。他にないだろ」

　京助は怒ったように言う。

「いやあ、そうなんっすけどね、ほら、あんなでっかいうちで、金持ちだったりすると、ほんとならオヤジは使用人だし、その子供と主人の子供が分け隔てなく、なんてあり得ないっしょ？　普通。それがあのうちって、たくさん人がいるせいか、せつばあさんも会長も別になーんも言わねーし、おやつも遊びも叱られるのもみんなひっくるめて一緒で、ガキン頃はほんと楽しかったなー」

　しゃべっている間も、公一はぱくぱくと口を動かしている。

「あ、せつばあさんってのは、もう先代の何とか麻呂って人ン時からあのうちで家事取締りとかやってるばあさんで、これがまたうるさいの何の」

　公一は千雪に説明する。

　公一の話を聞いても千雪は意外に思わなかった。

　それは何でも自分でやるように躾けられたという京助を見ているからだろう。

「何とか麻呂？」

「郁磨呂。俺の曽祖父。祖父は早いとこくたばったらしくて、こいつが祖父さんだと思ってたな。結構豪快なジジイだった」

　京助が答える。

「へえ。ほな、家系図とかあるん？　面白そうやなあ」

　率直に面白がる千雪に苦笑いし、「あるみたいだぜ。小説のネタに今度使ってみろよ」などと京助は言う。

「ほんまや。けど、にぎやかで楽しそうやん」

「そうそう、涼さんと俺とは学校は違ったけど同い年だし、いっつも京助さんが先頭に立ってなんかやらかして。時々やってくる綾小路の親戚連中の方が逆に俺なんかのこと、使用人だろうって扱いしてくれますけどね、こっちは何も言えねーし」

　ぶーたれる公一を京助は笑う。

「言いたいやつには言わせておけ」

　豪語する京助。

「そうっすね。綾小路の人たちはみんないい人で、お陰で俺はグレずに真っ直ぐ元気に育ちました」

　へへへと笑う公一に、千雪もつられて微笑んだ。

「あ、でも奥さんはちょっと苦手かも。なにやっても暖簾に腕押しっつーか」

「お母さんは育ちが育ちだったからな。今更変えれないだろ。親子の間でも敬語使うようなうちに育ってみろ」

「お母さんて、今の？」

　二人には追いつかないもののグラスのワインを少しずつあけていた千雪は京助にたずねる。

　京助の実の母親は亡くなったはずだ。

「涼の母親。根っからのお姫様なんだよ。でもまあ、徐々に世間のことを俺らが教えてやってる」

　ふんぞり返って京助が答えた。

「俺ら、て、お前が、の間違いやないのんか？　教えるやなんて、えらそうに」

「るせーな。いんだよ、こもっているよりか。お陰で最近はボランティアとか顔を出すようになったし」

　千雪の突っ込みに、京助はもっともらしい理由をつける。

「お陰で俺が、最近、奥さんの運転手いつもやらされてるんっすよぉ、女の子と約束あるってのに、オヤジのやつ、奥さん優先しろなんて言いやがるし〜」

「あきらめろ、目上の者は大事にするんだな」

「京助さん〜、んなぁ、俺、また振られっちまいますよぉ」

　泣きつく公一を京助はニヤニヤ笑って調子よくあしらう。

　格式高い旧華族などという家柄のわりにオープンで和やかな家らしい。

「京助のジャイアンなんは内も外もないいうこっちゃな」

　我が意を得たりと、千雪は締めくくる。

「るさいな、いちいちお前は」

　京助がジロリと睨むが千雪は意にも介さない。

「千雪さん、言いにくいことズバズバ言いますねぇ、この京助さん相手に」

　公一が目を細めて笑う。

　公一は初対面と思えない懐こさで千雪に接するので千雪もよその家に来ているという気詰まりも感じない。

　十二時近くまで、京助や公一がどれだけ悪さをしたかという子供の頃の武勇伝に笑い、ワインクーラーにあったワイン三本を軽く空けた。

　 

　

　

　

　千雪の部屋は客間らしくバスルームもついていたが、一階に広い風呂を藤原が用意したと京助に言われ、せっかくなのでそちらに入ることにした。

「俺も一緒に入ってやろか？」

　千雪が温泉でも風呂でも他人と入ることに抵抗があることを知っていて、京助はちょっと絡む。

「遠慮しとく」

　千雪はバスケットシューズをスリッパに換えて立ち上がった。

「今更の仲だろ？　そんなんじゃ、お前、いつまでたってもトラウマ克服できねーぜ」

「結構やし。ついてこんとき」

　十人は一度に入れそうなくらい大きな風呂は檜造りだ。木の匂いが心地よい。

「贅沢やなぁ」

　ポツリと口にして、千雪は湯の中で思い切り手足を伸ばす。

　原稿の締め切りも終わっているし、かなり強引にニセコまで連れてこられたものの、思いがけない雪を見せられ、美味い食事のあと広い湯船につかっているなんて目まぐるしい展開は、千雪にとっても心が浮き上がりそうな状況だ。

　風呂から上がり、用意してあったバスローブをはおると、千雪は脱いだ服を持って部屋に向かった。

　風呂を出るとリビングとは逆の位置に二階へ続く螺旋階段があり、吹き抜けになっている。

　ドアを開けようとノブを握った途端、後ろから手が伸びて振り向きざまに唇をふさがれる。

「………こら……京助、やめ……」

　幾度もキスを浴びせかける京助の裸の胸に腕を突っ張り、途切れ途切れに息をついて千雪は抵抗する。

「………アホウ！　こんなとこで……」

　夜も更けて誰もいないほの暗い廊下とはいえ、この屋敷には他にも人がいるのだ。

　はだけそうなバスローブ一枚の京助は、千雪の腕を掴んだまま奥の自分の部屋へと足早に急ぐ。

　ドアを開けて千雪を力任せに引き入れると、ものも言わずまた忙しなく口づける。その間にも京助の手は千雪のバスローブの中に入り、後ろから脱がそうとする。

　千雪は持っていた衣服を手から落とした。

「…待て…て……、がっついてんなよ……京……」

　こういう時の京助が何を言っても無駄だということは、千雪も身に沁みてよくわかっている。

　絨毯の上に二人して倒れこみ、性急に京助の手が千雪の身体をかき撫でる。

　乱暴かと思えば不意に優しく指先が触れまわる。

　湯上がりの肌が違う熱を帯びて千雪の心から溶かし始める。

　腕を回すと京助の背中はひどく熱い。

　京助の指や吐息や、それらが千雪の全てを支配してもう覚えのある高みへと追い上げる。

「……ン……あ……っ！！」

　京助はグイと千雪の奥へ自身を捻じ込ませた。

　穿つたびに千雪の唇から漏れる息が甘く染まると、京助の身体を凶暴な血潮が駆け巡るのだ。

　口にしたらきっと千雪は怒るのはわかっているが、熱に焼かれたその肌がおそらく今まで知っているどんな肌より美しい色をして、京助を蠱惑し、酩酊させる。

「……くそっ…！………俺以外のやつを……惑わすんじゃねぇぞ………」

　冷静になろうと努力はしている。しているのだがどうしても、どうしても千雪に近づく者に必要以上に疑いの目で見てしまう。

「……千雪…」

　京助の呻きを耳元に感じた途端、内で暴れる熱に溺れ、そのうち千雪の意識は混濁し、震えながら強烈な波に飲み込まれた。

　

　

　

　

　どこかから聞こえてくる声が煩いので、千雪は身体を捩って眉を顰めた。

「起きろって、こら」

　次にはゆさゆさ揺すられて、ようやく少しだけ目を開ける。

「メシ、食いっぱぐれるぞ！　千雪」

　ベッドの横で仁王立ちになっている京助をみとめてからだを起こし、勢い昨夜の記憶を反芻した千雪は思わずかあっと頬を赤らめ、京助を睨みつける。

「もう、当分俺の半径三メートル以内に近づくな！」

　すっきりした顔で、さっさと身支度をすませて腕組みしている京助に、何か文句を言わなくては気がおさまらない。

「何でご機嫌斜めなのかな？　千雪ちゃんは」

　ニヤニヤと厚顔無恥な笑いを向ける京助に、ますます千雪はむっとする。

　千雪は最初に案内された自分の部屋のベッドにいた。

　京助がこの部屋に運んだのだろうが、昨夜、京助に引きずられるように二人してシャワーを浴びたところから後の記憶がほとんどない。

　その前の記憶はたった今よみがえった。

「俺が誰を惑わせたいうんや！　アホンダラ！」

「おーや、感じまくっていたわりに俺の言ったこと覚えてたのかよ」

　ニヤニヤと京助は腕組みをして千雪を見おろしている。

「着替える！　出て行けよ！」

「この期に及んで、んな恥じらわなくても。夕べはあんな燃えたのに」

「うるさい！」

　千雪は枕を投げつける。

「ハハッ、んじゃ、ダイニングでお待ちしてまっせ、千雪ちゃん。今日はみっちりスキー扱いてやるから覚悟しとけよ」

　ドアを閉める間際、色悪じみたウインクを残して京助は消えた。

「とっとといてまえっ！」

　喚いても昨夜乱れに乱れた自分の恥ずかしさは消えてくれない。

　確かに、今更なのだけれど。

　『うまいことやったはるんやろうけど』

　佐久間が言っていた。

　『あれだけの男や、一人に絞れ、いう方が無理いうもんやな〜』

　言われて何となく納得していた。

　『いつもみたいに女の子うじゃうじゃ連れてくるんだとばっか』

　公一の言葉が裏打ちしているというものだ。

　だから、絶対、京助なんかの思い通りになるものかと思っていたのに。

　そんな決意もふっとばされて、悔しいばかりだ。

　半分やけになりながら着替えると、バスルームで、今度こそ、絶対流されるもんか！　と千雪は拳を握る。

　鏡に映し出される男らしくない柔な、実のところは彼を前にすれば十人が十人その美しさにため息ものだろう自分の顔を見つめ、新たな決意に拳を握るのだった。
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　美しい山々の連なり。

　雪をかぶった街並み。

　寒ささえ透明なたたずまい。

　そんな自然の中に浸るだけでも十二分に千雪は感動的だったのだが。

「後ろに体重かけ過ぎだ！」

　青空の下のパウダースノーはいいとしても。

「もっと力抜け！」

　リフトに乗って眺めるのは絶景で。

「脚伸ばしながら開く！」

　黒とオレンジのウエアの長身の男は、ここでも確かにサマになっているのだが。

「バランスだ、バランス！」

「大声で怒鳴り散らすな！」

　ちょっとくらい千雪が言い返したところで、このジャイアンは聞く耳など持ち合わせていない。

「ストックは杖じゃねぇ！」

　しかもすぐ傍を傍若無人なボーダーがぶつかるスレスレで掠めて滑り降りていくし。

「てめぇ、バイク乗ってんだろうが！　バランス考えろ！」

　朝からスキー場に連れてこられた千雪は、初心者だという訴えも聞き届けられず、リフトで中級コースにぽんと放り出され、プルークヴォーゲンだ、シュテムターンだと滑らされては、滑り終えたところをスキーで登らされ、また滑り降りる、という具合で、ジャイアン京助に扱かれ続けているのである。

「なあ、そろそろ昼にせえへん？　腹減ったし」

「まだ十一時半だぞ、フン、仕方ねぇ、あと一回上がったら、カフェテリアまで降りるか」

「げぇ………」

　いい加減疲れきっている千雪は、嫌そうな顔を隠そうともせず、京助を睨みつけるが、ジャイアン京助は意に介さず、それ行け、やれ行けとストックで千雪の尻をぽんぽんと叩く。

　こういう時、人は殺意を覚えるのじゃないだろうか、などと憤怒に煽られた千雪の心の内とは裏腹に、青空は無性に輝いていた。

「……クソ…ぉ！」

　朝、ダイニングに下りていくと、優しそうな女性が朝食を用意してくれていた。

「おはようございます。あら、京助さん、ついに彼女できたの？　すんごくきれいな方ね〜」

　にこにことスクランブルエッグやフレンチトーストなどをテーブルに並べながら、その人は京助の後ろの千雪を見て言った。

「おはようございます。俺、小林、いいます。京助の後輩です」

　温かな雰囲気の女性に、怒るわけにもいかず、千雪ははっきりと挨拶した。

「あら、ウソ、男の方だったの？　やだ、ごめんなさい、てっきり京助さんの彼女かなと」

　咲子は千雪を穴のあくほど見つめて、顔を赤らめた。

「おはようございます、咲子さん、そう、こいつ、俺の後輩。しばらくいるからよろしく」

　サーバからカップにコーヒーを注ごうとしている咲子から、京助はサーバを取って自分でカップに注ぐ。

「咲子さん、予定日いつだっけ？　メシ作ってくれるのはありがたいが、無理するなよ。このくらい俺、自分でやるから」

　千雪も咲子のエプロンの辺りのふくらみに気づいていた。

「もうちょっと先なんだ。あとは出てくるの待つだけだし、昨日から、亭主、札幌出張で退屈だったから、いいのよ」

　アハハと笑う咲子は、屈託なくて好感がもてる人で、長年この山荘の家事をやってくれている人だと、あとからやってきた公一が千雪に話してくれた。

　和やかな朝食に、ようやく原稿の疲れやらが取れた気がしていた千雪だったのだが。

　スキーと聞いてロマンチックな展開を期待してわんさか京助についてきた女の子たちも、ロマンチックどころか、ゲレンデで徹底的に京助に扱かれ、次にはスキーに誘っても敬遠されることになるのだ、という話も公一から聞かされた。

「意外も何も、もともと中身は硬派なんだから、華やかな外面だけにつられて寄ってくる女の子たちには京助さんは手に余るって」

　その京助がスキーに誘ったのだが、公一は今日は買い出しや掃除頼まれてるからとかうまくかわして、草々に車でスーパーに出かけてしまった。

「俺も二度目は拒否したる！」

　午前中だけでも、公一の話はとことん理解できた。

　カフェテリアでは、さすがに久しぶりの運動の後だったので、大盛のハンバーグセットを軽く平らげる京助の横で、千雪もハンバーグセットをきれいに食べ終わった。

　カフェテリアで小一時間ほど休むと、「さあて、もういっちょ行くか！」と京助がのたまった。

　はっきり言って不承不承、もうすぐにも帰りたい気分の千雪だったが、京助に従ってリフトに乗った。

　それでも午後は、あまり一気にやると筋肉に負担がかかるということで、三時過ぎにはゲレンデを降りた。

「もうとっくに負担かけ過ぎやで」

「フン、これしきで音を上げるんじゃねぇよ。お前、最近、道場も覗いてないだろ？」

　ナビシートで文句を言う千雪に、すかさず京助が言い返す。

「るさいな、仕方ないやん、原稿かかりきりやってんし」

　ああだこうだと言い合いながら山荘に戻る頃には、また雪が強くなっていた。

「お帰りなさい。どうだった？　スキー」

　出迎えた公一がにやにやと千雪に聞いた。

「次は俺が買い出し行ったるし」

　途端、公一は思い切り笑ってくれた。

「まあまあ、風呂、沸いてるから、入ってゆっくり疲れを癒しなよ」

「おう、千雪、先入れよ」

　スキーやブーツを持って入ってきた京助は、リビングの暖炉の前に置いた。

「ほな…、先、もらうわ」

　檜の広い風呂に浸かると、身体のこわばりが一気に溶けていく気がする。

　温泉など、不特定多数の人間が利用する場所は、過去のトラウマがあってどうしても苦手なのだが、この山荘に来て、この贅沢気分だけはなかなか味わい深いものがあった。

　ゆっくり風呂に入って部屋に戻った千雪は、ふっと眠気が襲ってきてしばらくうつらうつらしていた。

　目を覚ましたのは、何やら大きな声が聞こえたせいだ。

　どうやら公一と京助が怒鳴りあっている。

　はたと身体を起こして部屋を出ると、階下が騒がしい。

「救急車呼んだけど、さっき事故があってそっちからの帰りで、この雪だし、時間がかかるって」

　公一の声だ。

「何かあった？」

　慌てて階段を降りると、千雪はキッチンの前に立っている公一に尋ねた。

「咲子さんが……」

　見ると、咲子が苦しそうに呻きながら床に倒れ、傍らに京助がいて咲子の容態を診ている。

「病院、こっちから車で行った方が近いな」

　そこへ、藤原が担架を持ってきた。

「よし、公一、一、二の三で、乗せるぞ！」

　咲子を担架に乗せると、公一が「ワゴン車、出してくる！」と走っていった。

　藤原と京助が咲子を乗せた担架を玄関の方に運んでいく。

　キッチンの床が真っ赤に染まっているのをチラリと見てしまった千雪は、一瞬青くなり、しばし呆然と咲子を運んでいく二人を見送る。

「大丈夫ですか？　咲子さん」

　やがて戻ってきた藤原に、千雪は尋ねた。

「はい、公一と京助さんが今病院へ向かいました。何でも早期剥離の可能性があるからと京助さんがおっしゃって」

「……そう……ですか」

「どうぞ、お部屋でお休みになっていてください。あとは医者に任せるしかありませんからね」

「あ、はい。ありがとうございます」

　こんな時、千雪は何もできない自分がふがいなく思える。

　中学の時の母親の記憶と重なってしまう。

　いずれにせよ、確かにあとは医者に任せるしかないし、京助がついている。

　女タラシで傲慢なジャイアン、と常々評している京助だが、こんな時は非常に頼りになるのだとは、千雪もよくわかっていた。

　休んでいろと言われても、やはり気が気ではない、何か手伝うことがないかとキッチンに行ってみると、藤原は床を掃除しているところだった。

　ふと見ると、咲子は食事の用意を始めていたらしく、シンクにはまな板の上に切られた野菜など材料がそのままになっている。

　モップを持って振り返った藤原に、「俺も何か手伝います」と声をかけた。

「いえ、お客様にそんなことは」

「何かじっとしてられへんし、それ作りかけですよね？　俺やりますよ」

「お気になさらず、今夜は出前でも取りますから……」

「でも、せっかく用意仕掛けでもったいないし。何、作ったはったんです？」

　頑として立ちふさがる藤原の横を通って、千雪はキッチンに入った。

「ハッシュドビーフとか、言っておりましたが」

「ハッシュドビーフか…」

　ちょっとそれは無理だな、と思いながら、千雪は棚を開けてみる。

　すると、買い置きのインスタントカレーの箱が目に留まった。

「あ、これ、使こてもええです？」

「それは賄い用かと、お客様には…」

「京助とちごて、料理はインスタントくらいしかでけへんし、これ、借ります」

　まだ、難しい顔をして千雪の様子を見ていた藤原だが、千雪が袋にあったジャガイモを取り出して皮を剥き始めるとようやく諦めたらしい。

「それでは、くれぐれもお気を付けになって下さい」

　モップを持ってキッチンを去った。

　皮を剥いたじゃがいもを大き目に切ってボールに入れると、刻んであった玉ねぎを、フライパンでそれを炒め始めた。

　ふと見ると傍らの椅子に、ウサギの絵のついたエプロンが掛けてあったので、それを借りてつけると、ぎこちないながらにフライパンを動かす。

「あれ？　咲子さんは？」

　材料を鍋に入れて煮初めてしばらくしてからだった。

　唐突にかけられた声が京助によく似ていたので、千雪は振り返った。

　すると、どう見ても湯上りらしい、スエットの上下にタオルを首に巻いた長身の男が、キッチンの入り口で驚いた顔で千雪をじっと見つめている。

　京助が髪を黒く染めて立っているのかと一瞬在り得ない想像をした千雪だが、よく見ると印象がかなり柔らかいし、雰囲気も違う。

「咲子さん、具合悪くて病院に。京助と公一さんが一緒に行かはりましたけど」

「え、そうなの？　俺、風呂に入ってたから全然気づかなくて」

　言いながら、男はまたじっと千雪を見つめる。

「君、ひとりだけ？」

「え、はい」

　妙な聞き方をするな、と思いながら、千雪はカレーを煮込んでいる鍋を覗き込む。

「いい匂いにつられてきちゃったよ」

　気づくと男はすぐ傍に立ち、上から鍋を覗き込んだ。

「咲子さん、作りかけやったんで、カレーにしたんですけど、食べはります？」

「美味そう。俺、腹減っちゃって。いただこうかな」

　男は戸棚から皿を二つ取り出し、引き出しからスプーンを取り出して、キッチンのテーブルに並べた。

「ここで、ええんですか？」

「わざわざ面倒じゃない、あっちまで持ってくの」

　男はにっこり笑って肩をすくめてみせ、炊飯器から皿にご飯を盛りつける。

「しかし、珍しい。京助の彼女でキッチンに立ってくれるなんて。京助が来てるっていうんで、今年はどんな女の子たちが来てるのかなと思って寄ってみたんだけど」

　また誤解されていると千雪は内心溜息をつく。

「何と、君一人！　いや、あの京助もタラシを返上せざるを得ないのも頷けるよ、京言葉もはんなり美人の君なら……」

「あの、すみません、俺、京助の後輩で、小林、言います。よろしゅうに！」

　千雪は男の言葉を遮るように、はっきりと、男を睨みつける。

「え……？」

「ひょっとして、京助のお兄さん、ですよね？　…俺、京助ら戻るまで待ってますよって、先に召し上がって下さい」

　今度はまた、ハトマメな眼差しで男に凝視されながら、千雪は続けた。

「……これは、失礼……、いや、てっきり………」

　千雪が女に間違えられるのは今に始まったことではないが、会話をしていてもわからないらしいのは、声のトーンが女でもおかしくない感じだからだろう。

　ちょうど千雪が男の差し出した皿のご飯にカレーをかけたところで、藤原がやってきて、ちょっと二人を眺めてから口を開いた。

「たった今、京助さんからお電話がありまして、咲子さんは帝王切開の手術になったということで……紫紀さん、あの……」

「そりゃ、大変だったね。俺、全然気づかなかったよ、救急車の音もしなかったし」

　スプーンを持ったまま、紫紀と呼ばれた男は腕組みをする。

「ええ、救急車を呼びましたところ、大きな事故があったとかで出払っていて時間がかかるというものですから、京助さんと公一が車で行った方が早いだろうと」

「咲子さんのご主人は？」

　紫紀は怜悧な声で尋ねた。

「連絡はついたんですが、あいにく札幌に出張中で、すぐには戻れないということで……」

「そうか。あとは医者に任せるしかない。ああ見えて咲子さん、強い人だから、大丈夫だよ、きっと。赤ちゃんも。京助、ついてるんだろ？　俺らは腹ごしらえをしよう。藤原もいただけば？　美味そうだよ、彼、小林くんが作ってくれたカレー」

　今度は紫紀の表情が柔らかくなる。

「いえ、私はまた後ほどで結構です。お二人ともこちらでお召し上がりに？」

　藤原がそういううちにも、紫紀は椅子に座り、カレーを食べ始めた。

「では、私室におりますので、ご用がありましたら、お呼び下さい」

「了解。……お、美味い」

　藤原が下がると、紫紀は冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出した。

「君も食べたら？　スキー帰りなら腹が減っただろう？」

　紫紀が食べているのを見ていたら、千雪も空腹なのを思い出した。

「ほな、いただきます」

　すると紫紀は立ち上がって、もうひとつの皿にご飯を盛りつけ、二つのグラスにミネラルウォーターを注ぐ。

　紫紀の向かいに座ってカレーを食べ始めたものの、やっぱり紫紀の視線が気になって、顔を上げた。

「美味かった。おかわりしてもいいかな」

「…どうぞ」

　一皿をペロリと平らげた紫紀は、しっかり一人前カレーを盛りつけてまた向かいに座った。

「京助の、後輩だっけ？　小林くん。あ、そうそう、俺、京助の兄の綾小路紫紀と言います。バツイチで現在は独身、息子が一人、以後、お見知りおきを」

　にっこり笑って、また紫紀は千雪を見つめた。

「以前、どこかで、お会いしたことは？」

「お目にかかったのは初めてですけど」

「あっそう」

　紫紀は小首を傾げる。

「いや、マジで、どこかでお会いした気がしたんだが。まあ、こんな美人さん、会ってたら忘れるわけないか」

　美人というキーワードに、千雪は心の中で思わずムッとしたが、初対面の相手だからとそれを何とか抑える。

「京助の後輩というと、君もお医者さん？」

「いえ、俺は法学部です」

　すると、しばし紫紀はスプーンを止めた。

「京助の友人の法学部の小林くん？　って、まさか小林千雪…くん、じゃないよね？　ミステリー作家の」

「はい、その小林千雪です」

　もとはと言えば、自分が作り出した世間のイメージとのギャップを説明するのが面倒だと思いながら、千雪は続けた。

「眼鏡かけてもかけへんでも好奇の目ぇで見られるんです。それやったら人が寄ってこん方がラクなんです」

　自棄のように言い切ると、千雪はカレーを口に運んだ。

「なるほど、実に端的な理由だ。千雪くん、京助とつきあってどのくらい？」

「え、京助とは、上京してからやから……。うちの父が一人暮らしするの心配して、京助に頼んだらしくて」

　何となく妙な聞き方だと、また思いながら、千雪は父親を理由にした。

「ああ、そうか、君の父上は、京都大学の小林教授だったね。京助が昔、心酔して一年ほど京都にいたんだっけ。じゃ、その時に知り合ったの？」

「いえ、京都にいた頃は全然顔を合わせたことはなかったので」

　何だか身上調査のような聞き方に、ふと紫紀が自分たちの関係を勘ぐっているような気がして、千雪は眉を顰める。

　やから嫌やったんや。家の人に知られたら面倒やんか。

　それにこの人の目、優しそうやけど、何や、心の中見通されとるみたいで、苦手や。

「そうか、思い出した。涼の叔父さんのもと許婚者！」

　いきなり何を言い出すのかと、千雪は訝しげに紫紀を見た。

「原夏緒さん、君の母上だよね？　だからどこかで会った気がしていたんだ」

「原夏緒は母ですけど、もと許婚者て………」

「そうか、母上から聞いたことはないよねぇ。君が生まれる前の話だし」

　意外な展開に千雪も俄然興味を抱く。

「え、どういうことです？　母の昔のことご存知なんですか？」

「俺が直接知っているわけじゃないんだ。というか、君と京助が知り合ったのは必然というか……」

「はあ？」

「聞きたい？　君の母上が小林教授に嫁ぐ前の話」

「はい」

　紫紀はまたにっこり笑い、続けた。

「実は、君の母上、夏緒さんは、祖母の従兄の息子の許婚者だったことがあるんだ」

「え……、本当ですか？」

「そう、義母の佐保子の弟、だから義叔父ということになるんだが、九条祐紀といってね、この人が大和屋の一人娘だった夏緒さんの描く絵もだが、本人にひと目惚れしてね、大和屋さんに結婚を申し込んだ。そしたら大和屋さんも大乗り気で、結納もかわそうかという時に、夏緒さんは小林青年と駆け落ちしたというわけ」

　京助に無理やり連れてこられた北海道の山荘で、まさか母の昔の話を聞けるとは思いも寄らなかったし、そんな話を千雪は聞いたこともなかった。

「夏緒さんのお兄さんが謝りにこられて、聞いた話によると、お二人はつき合っていたらしいが、ご両親が当時の学者の卵の小林青年との結婚には反対されてたと」

「それは聞いたことがありますけど」

　紫紀はまたじっと千雪を見つめる。

「叔父が一目ぼれするのもわかる気がするよ。何せ、気がいい叔父は、夏緒さんに駆け落ちされてもまだ忘れられず、彼女の絵を集めたり、写真、大切に取っててね、結婚してからも俺らに内緒だよって、彼女の写真見せて、きれいな人だろうって、自慢してるんだからね」

　千雪は何と言っていいかわからず、はあ、と頷いていたが、絵を集めたということが少し気になった。

「あの、母の絵を持っていらっしゃるんですか？」

「三、四枚あったんじゃないかな。叔父の別荘で見たことがある。写真と一緒にね」

　紫紀はそこで思い出し笑いをして、続けた。

「そう、叔父は多分、ライバル、と思ってたんだろう小林教授のことも調べたらしく、教授の書かれた本とか持ってて、この人なら夏緒さんを任せても仕方ないか、なんて負け惜しみ言ってたが、ちょうど京助が高校生の頃だよ、その小林教授の本を読んだらしくて、ついに京助は京都に行ったというわけ。で、巡り巡って今君らがこうしてつき合っている、なんて、面白いものだねぇ」

　紫紀の言葉は一々ひっかかるのだが、確かに、そこに今自分がいるのも面白い巡りあわせだと、千雪は思う。

　それから紫紀は、聞いてもいないのに自分のことを話し始めた。

　別れた妻とは学者同士、留学中に知り合い、息子も生まれてニューヨークで幸せに暮らしていたのだが、父親の具合が悪くなり、帰国して一家して綾小路に入ったのだが、学級肌の妻は古い家の跡取りの妻、会社の役員の妻としての付き合いよりも研究室を選び、結局、二人は円満離婚し、息子は綾小路で暮らすことになった。

「彼女は最近、学者と再婚したんだが、父親は快復して前より元気、俺の方は親の会社に入ってパリに飛ばされ、忙しくて残念ながら相手が見つからなくてね」

　そこで妙に色っぽい目を向けられ、千雪は思わず視線を外す。

　何か、流し目、みたいな……気のせいやろな？

「あんた、ここで何やってんだ！？」

　唐突に飛び込んできた怒鳴り声。

「おいおい、久々会った兄貴に対してその言い草はないだろ？　仕事で疲れきって、数ヵ月ぶりにもらったバカンスだってのに」

　紫紀は振り返りもせずに言った。

「そんな貴重なバカンスに、何だってわざわざこんなとこまでくる必要がある？！」

「そりゃ、お前がニセコに行ったと聞いて、今度はどんな女の子たちを連れてきたのかと、来てみたらこんな美人、こっそり、俺にも隠してたってわけだ」

　茶目っ気のある紫紀の表情とは対照的に京助の形相は段々鬼のそれになる。

「ちょっと来い！」

　京助は紫紀の腕を掴んでキッチンを出た。

「おい、何だよ！　いったい……」

　京助はリビングの端までくると、ニヤニヤ笑っている紫紀を睨みつける。

「言っとくが………あいつに何を言ったか知らんが、ちょっかい出したりしたら、黙っちゃいねぇからな！」

　そんな京助を紫紀はフンと鼻で笑う。

「なるほど、名探偵コンビ、とんでもないミステリーが隠れていたってわけか。四年以上も、俺にも会わせなかったわけだ、可愛い可愛い千雪ちゃん……」

　京助はカッとなって、紫紀の胸倉を掴み、壁に押しつける。

「わかってるなら、話は早い。いいか、誰も、口出しも手出しも容赦しない。兄貴であろうが誰であろうがだ」

　紫紀は笑みを浮かべたまま、京助を逆に睨み返す。

「完全にあの坊やにイカレてるな。お前こそ、小林千雪を壊すなよ」

「んなこた、わかってる！！」

「危ないもんだ」

　二人はしばし睨み合う。

「おい、京助、何やってんね！！」

　心配してやってきた千雪は、そのようすを見て声を上げる。

　京助はようやく紫紀を離した。

「何でもねぇよ」

　吐き捨てるように言うと、京助はたったかキッチンに戻っていく。

「兄弟のスキンシップってとこ？　あいつはいつも、横暴なだけで」

　紫紀が茶化して笑う。

「ほんまに、うちの中でもジャイアンなんか、お前は！」

　呆れて千雪は京助の背中に怒鳴りつけると、紫紀は大いにうけて笑い出した。

「よくわかってるねぇ、千雪くん！　全く、その通り！　いつまでたってもお山の大将だからな、あいつは」

　ひとしきり笑うと、紫紀は、ご馳走様、と言って自分の部屋に向かった。

「咲子さんは？」

　キッチンに戻ると、千雪は早速京助に問いただす。

「無事手術終わって、子供も生まれた。旦那がくるまで公一がついてる」

「よかった」

　千雪はようやく胸のつかえが降りた気がして、大きく息を吐くと途端、疲れを感じて椅子に座り込む。

「公一さん、メシは？」

「あいつが近くでメシ食ってくるまで、待っててやった。お陰で俺は腹が減って」

「お前も何か食うたらよかったやん」

　すると京助はカレーを盛り付けた皿をテーブルに置いて、一瞬、間があった。

「藤原に聞いたんだよ、お前が何か作ってるって」

　それだけ言うと、京助はガツガツと大盛のカレーに取り掛かる。

「……お前にしちゃ、まあまあだな」

　あっという間に皿を空にすると、京助はえらそうに言った。

「うるさいな、カレーだけは、部活の合宿で鍛えられてるんや。インスタントやけどな」

　紫紀と自分の食べ終わった皿をシンクで洗いながら、千雪は言った。

「お前、言っておくが、兄貴に必要以上に近づくなよ、喰われるのはカレーだけじゃねぇぞ」

　思わず千雪は振り返る。

「何やね、その言い方は！　俺が誰と話そうと俺の勝手やし！　いちいち、お前の指図は受けん！」

「皿なんか、食洗機に入れとけ」

「うるさい！」

　千雪は洗った皿を水切りかごに置くと、そのままキッチンを出て自分の部屋に駆け上がる。

　だが、ドアを締め切る前に、京助が後を追って入ってきた。

「出て行け！　お前なんか……」

　言葉は噛み付くようなキスに遮られる。

　京助はそのまま千雪をソファに押し倒し、息をする間も与えず口腔内を蹂躙する。

「……ん………っ！！」

　千雪は京助の胸を必死で押し戻そうと腕を突っ張ろうとするが、バカ力でびくともしない。

　息苦しくなった千雪は、京助の背中を拳で小突く。

「これ以上、何かしたら、即東京に帰るからな！　お兄さんもいてるのに」

　ようやく離されて、大きく息をつきながら、千雪は京助を見上げた。

「兄貴なんか、わかってるぜ？　とっくに。あいつは俺なんかよりずっとエピキュリアンだからな、しかもバイで」

「ほんで弟はタラシか？　しょうもない兄弟やな！　ほんまに！　とにかく、すぐに出て行け！」

　フッと笑うと、京助はきつく睨みつける千雪を離して立ち上がる。

「今更、昔の女どもを妬くなよ」

「誰がや！　アホ！」

「仕方ねぇな」

　京助がドアへ向かうと、千雪はほっとしたように身体を起こした。

　ところが、ガチャっとドアに鍵をかけると、京助は踵を返して戻ってくる。

　千雪は逃れようと慌てて奥へ走り込むが、あいにくそこにあるのはベッドだ。

　当然のように今度は二人してベッドに倒れこむ。

「離せ！　出てけ！　ドアホ！　エロ野郎！」

　千雪の罵倒など歯牙にもかけず、京助の手は千雪の服を剥ぎ取る。

「でかい声で騒ぐと聞こえるぜ？」

　うっと千雪は口を噤む。

「いっか、聞かしてやるか、お前の可愛い声」

　思わず千雪は京助の頬に平手打ちをかます。

「ってぇ、いい加減、素直になれよ」

　色悪のような台詞を吐きながらも京助は手を緩めない。

　あまつさえ、身体を繋がれてしまうと、千雪の唇からはもう言葉さえ出なくなる。

　代わりに吐息はやがて熱を帯びて、それこそ声を上げそうになるのを抑えるのも難しくなってくる。

　京助も山荘に戻るまではこんなつもりではなかったのだ。

　さすがにスキーで疲れている千雪をゆっくり休ませてやるつもりでいたはずなのだが、兄の出現で頭に血が上ってしまった。

　しかも千雪の抵抗に歯止めが利かなくなった。

「……くそっ！　俺のもんだからな……千雪…」

　千雪の全てを支配しきれないのがもどかしい。

　千雪の心の奥に、京助の手が届かない何かがあるような気がして。

　確かに、イカレているな。

　自嘲しながら、京助は腕の中で意識を手放した千雪を抱きしめた。

　

　

　

　

　翌日の夕方、紫紀は仕事で呼び出されて東京へ帰って行った。

　あれから京助と千雪の邪魔をする気配は見せなかったが、東京へ発つ時、挨拶にやってきた千雪に、そうそう、と声をかけた。

「母上の絵、見たいよね？　裕紀さんに話しておくから、きっと喜ぶぞ。また連絡するよ」

「ありがとうございます」

　礼を口にする千雪の後ろで、京助は紫紀を睨みつける。

「こいつに用があるときは、俺を通すんだな」

　不遜に言い放つ京助を紫紀はチラリと見やる。

「こういううっとおしいのといると、息が詰まるだろう？　千雪くん」

「ヘラヘラと親切ごかしの上っ面に騙されるなよ、千雪」

　ああ言えばこう言うの応酬を、千雪はしらっとした表情で眺める。

「あの二人っていつもあんなんだからな。硬派な京助さん対一見軟派な紫紀さんて感じで」

　キッチンで公一が千雪にこそっと話してくれた。

「まあ、京助さんは何考えてるのかすぐ顔に出るけど、紫紀さんは何考えてるのか、得体の知れないとこあるからな」

　確かにと千雪も心の内で納得する。そのまま額面通りに受け取っていいものか、京助と違って人となりも難解な気がした。

「まあ、でかい会社継ぐような人だから、下々のもんにはわからねぇっつうか」

　母の絵を見せるというのは非常に魅力的な話なのだが。

　紫紀が帰ると、京助もヤマアラシのような棘を引っ込めて、日頃の疲れが出たのか半日寝て過ごしたりした。

　この正月は結局京都の実家に帰るのを諦めた千雪は、三日に日本橋の伯父の家を訪ねたあと、また仕事に明け暮れる日常に埋没した。
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　佐久間徹が二人を見たのは春にはまだ遠い、二月のある夜のことだ。

　理沙子と二人で、少し飲みすぎたワインの酔いを覚まそうと、時折どうでもいいことにばか笑いをしながら、六本木から高架下を麻布まで歩いた。そのまま広尾にある理紗子の部屋へしけこむというのが、最近のパターンである。

　昨年のクリスマス前、合コンで大手出版社の雑誌編集者だという理紗子と出会った。

　少し下を向けばこぼれそうになるバストに目が釘付けになって、頭の中がもうあらゆる妄想に支配されたのがまず第一の理由なのだが、気の強い姉御肌の理紗子とはミステリー好きというので妙に馬が合ったのだ。

　佐久間としては、多少気が強かろうが、美人で上智を出た才媛の上に、帰国子女のリッチでちょっとエッチなお姉さまとくれば何の文句があろうはずもない。合コンのあと、そのまま彼女のベッドに直行したというわけだ。

　身体の相性ももちろん申し分なく、彼女の休暇に合わせてスキーにも行った。理沙子の仕事仲間二人と、佐久間は学友を二人見繕って連れて行った。

　本当は小林千雪を誘うつもりだったのだが見事に肩透かしを食らわされた。

「今度こそ、思たのにな」

　実はその時一緒に行った理沙子の会社の同僚が小林千雪のファンだというので、連れていくからと大見得を切った佐久間としては立つ瀬がなかったのだ。そこでなるべくイケメンを探したのだが、どうやらそれが功を奏したらしく、即席のカップルが二組出来上がった。

　お蔭でコテージもカップルごとに分かれてスキーもそっちのけでそれぞれ存分に楽しんだようだ。

「校了まで地獄だったのよ、羽を伸ばせるときには大いに遊ばなくてどうするの」

　なるほど理沙子のいる編集部は月刊誌なのだが、それでも忙しい時は鬼のように忙しいらしい。やっとできた束の間のひと時だからかどうか、編集のお姉さんはここぞとばかりあっちの方も激しいようだ。

　佐久間はにやにやとこれからの夜のことにエロく妄想を馳せていた。

「あ、ねえねえ、あそこ入ろう！　青くてきれい！」

　いきなり理紗子に腕をとられて、佐久間はそのままブルーの灯りに彩られたバーのドアの取っ手を引いた。

　ペパミントという名前の通り、店内は淡いブルーの空間が広がっている。実際はたいして広くはないのだが壁一面の鏡のせいで狭さを感じさせない。

　長いカウンターが奥へと延び、最奥にソファを置いたテーブルがあった。

「あたしマーテル」

　バーテンダーの一人が理沙子のコートと佐久間のジャケットを受け取ってクローゼットに引っ込むなり、理沙子は早速スツールに陣取った。

「えっとじゃあ、俺はスコッチ、シングルで」

　どうせ払いは理沙子持ちなのだが、やはり男としては気兼ねもある。表向き調子のいい男ではあるのだが、学生だということを差し引いても佐久間にはそれなりに葛藤はあった。

　俺って、ちっさ……

　そんなことを気にしてしまう自分を心の中で蔑んでしまう。

「ねぇ、やっぱりビンゴ！」

　急に理沙子が佐久間の肩をつついて、小声で囁いた。

「え、何が？」

「ほら、奥、超セレブのイケメン、最近この店にちょくちょく顔を出すって噂、耳にしたのよ」

　奥、と言われて何気なく目をやった佐久間は、「え、京助先輩？！」と思わず口にする。

「うわ、さっすが、お相手は超美人」

　理沙子の言葉で佐久間は京助の横にいるのが確かに超美人だとすぐに納得する。

「ほんま、先輩いつの間にあんな超美人と……」

　何故、京助の連れているのがそれほどの美人とわかったかというと、佐久間が目を向けたすぐに、その超美人が一瞬佐久間を凝視したからだ。

「にしても、理沙子さん、この店、先輩が来るて知ってて来たんや」

「っふふ、なーによ、ヤキモチ？　週刊誌の編集部にいる同期がこそっと言ってたのを聞いたのよ。最近たまに綾小路京助がこのあたりをうろついてるって、真夜中に」

「はあ、京助先輩ならいつかて女連れでうろついてますやろ」

「相手が超美人ってことは噂になってるけど、正体が謎なのよ。スーパーモデルでもどこぞの財閥の令嬢でもないらしくて、同期の話だと、きっと落ちぶれた旧家の令嬢かなんかじゃないかって」

「はあ、確かにあんな美人なら、すぐにわかりそうやのに、旧家でも外国やないかな、どっかエキゾチックやから」

「こっそり写真撮っちゃおうか。徹の先輩ネタって、何にも話題がない時とかベストらしいのよ」

　この理沙子の発言には、佐久間も慌てた。

「あかんわ、それだけは。先輩を売ることになってしまうがな。オフレコに願います」

「わかってるって、ジョークよ。せっかく二人でお楽しみのところに水を差すようなことしないわよ」

　理沙子はマーテルをごくごくと飲み干し、「おかわり」とバーテンダーを呼んだ。

　それにしても遠目に見ても透き通るような肌のクールな美人だな、ともう一度奥を振り返った佐久間は、その美人の強烈で睨みつけるような眼差しに出くわして、少したじろいだ。

「きっつう……それにしてもあの美人さん、えろ、きつそうや」

　すぐに視線を外してグラスを空ける佐久間を、奥の席で本気で一瞬睨みつけた噂の美人は言葉も苦々しそうに呟いた。

「何で、佐久間がいてるんや！」

「ああ？」

　言われてカウンターに座る女連れの佐久間を認めた京助も眉を顰めた。

「ふん、生意気に、結構いい女連れてるじゃねぇか」

「帰る」

　唐突に立ち上がりかけたその美人の腕を引き戻し、「そう、妬くなって」とニヤニヤと京助はそのまま肩を抱いた。

「誰がや！　離せ！」

「ジタバタするとここでキスするぞ、千雪ちゃん」

　耳朶に触れるように言われて、小林千雪はムッとしながら口を噤む。

「してみ。ぶん殴ってやる」

「いいぜ、佐久間のやつに知られてもいいんならな」

　脅しめいた台詞に、千雪がぐっと次の言葉を飲み込み、しばし無言で佐久間の背中を睨みつけていると、それを感じたかのように佐久間が振り返った。

　千雪は顔を逸らすと、グラスに残っていたカクテルを無暗に空けた。

　京助の家の者に知られるのも嫌だったのだが、それより大学の者、よりによって最近妙に千雪のことに絡んでくるようになった佐久間になど知られるのはご免だった。

「………やから言うたやろ、こんな店連れまわしやがって、すぐおかしな噂になるで」

　何でこの男はこうも能天気なのだと、千雪は思い切り蔑視線をむける。御曹司、今度は男となんたら、なんてゴシップ記事でも書かれたら、こいつはどうでも周りが迷惑を蒙るだろう。

「ここの店のやつらには、しっかり俺らカップルで認識されてるぜ。さっきバレンタインのサービスだって置いてっただろ、ミントカクテル」

　飲みやすくて千雪もとっくに飲んでしまったが、テーブルにつくなり二人それぞれに持ってきた可愛らしくも華やかなカクテルはそういう意味があったのかと、今更ながらに思い知る。

「まあま、心配するなって。誰もお前が天下の名探偵だなんて思っちゃいない。俺の連れの女って羨ましそうに見てるだけさ」

「……女って！」

「だぁから、お前がおとなしくさえしてれば、何もバレやしないってことさ」

「やから、夜中にあちこち出歩いたりするからやろ！」

「そりゃ、気分を盛り上げるためにきまってるだろうが。何、ムードなんかどうでもいいから、すぐ本番いきたいって？」

　ヘラヘラと笑う京助に怒りを通り越して呆れた千雪はすくと立ち上がる。

「ひとりでほざいとったらええ。帰る」

「おい、待てっての」

　今度は本気で千雪を怒らせたらしいと、京助は慌てて後を追う。

　カウンター席の後ろを通らないと出口に行けないため、千雪は無言で佐久間の後ろを通り過ぎる。

「あ……先輩、奇遇ですね」

　つい、二人を目で追っていた佐久間は京助に作り笑いで声をかける。

「よう」

「いつの間にあんな超美人と。今度紹介して下さいよ」

「ふん、お前こそ、彼女に逃げられるなよ」

　ぽんと佐久間の肩を叩き、京助はレジに向かう。

「ねえ、見た？　素肌美人よ！　化粧っ気なし。一体どこの誰よ？　徹、知らないの？」

「へ………いや、初めて見るし、ほんま、美人や……」

　もう佐久間の方など振り向きもしない美人にもう一度目をやる。

「ちょっと、見とれ過ぎ。私としてはあの美人の正体もだけど、名探偵には興味があるな」

　理沙子が佐久間の顔を覗き込む。

「へ？」

「うちの雑誌、アラサー女性がターゲットなんだけど、これがあのムッサい風貌の名探偵なかなか人気なのよ。親しいんでしょ？　徹、今度紹介してよ。何か特集組みたいな」

「そらええかも。あの人、世間で言われてるん、えろ誇張されてるし、あのまんまやと彼女一人でけへんのやないかて、心配なんや」

　出がけに彼女とそんなやりとりをしている佐久間の声が千雪の耳にも届く。

　お前にそない心配されんでもええわ、アホ。

　心の中で思い切り毒づくと、まだレジにいる京助を置いて千雪は外に出た。

「うわ………」

　冬特有の強烈な風にぶつかって、千雪は少し足元がおぼつかない。思ったよりアルコールが強かったカクテル二杯の酔いが今頃回ってきたらしい。

　その間に追いついた京助は、千雪の肩を抱えてちょうど通りかかったタクシーを停め、千雪を先に座席に押し込めると、京助は自分の部屋のある麻布を告げた。

　結局ぶすくれたまま京助の部屋に連れてこられた千雪は、まだイラつきがおさまらない。

「佐久間のやつ、勝手に安請け合いしよって！　雑誌編集なんかに紹介されてたまるかって」

　コートのままキッチンの冷蔵庫からミネラルウオーターを取り出すと、ゴクゴクと半分ほど飲み干した。

「とにかく、夜中でもお前と出歩くと目立つし、金輪際ごめんや」

　たまに時間が空いた千雪をメシに行こうと誘ってきた京助は、寿司屋のあとあの店に千雪を連れて行ったのだ。長居はしないが、ペパミントはこれでもう三回は立ち寄っている。

　時折週刊誌に女とのゴシップネタを提供している京助などと一緒にふらついていたら、それこそ写真でも撮られかねない。

「いっそ、こっちから雑誌社にツーショット画像提供してやるってのはどうだ？」

　千雪はヘラヘラと笑う京助に思い切りクールな視線を向けた。

「ぶん殴られたいんか？」

「そう怒るなよ、超美人が台無しだぜ？」

　千雪の言葉など意に介さず、京助はコートを剥ぎ取って千雪を抱き寄せる。

「陳腐な台詞はどこぞの女に言うてやれや。離せ！」

　ジタバタと京助の腕の中で足掻く千雪を、京助はそのまま絨毯の上に押し倒した。

「これ以上お預けを食らわせられてたまるか」

　熱い息とともに噛みつくようにその唇を奪う。ねっとりとしつこいキスを繰り返すうちに、千雪の息が上がり、京助に抵抗する力も奪っていく。

　バーにいるうちから京助の息がエロかったのを千雪もわかっていた。千雪の方もほろ酔い加減の身体を抱きすくめられると、身体が覚えている感覚を嫌でも呼び戻され、次第に引き込まれてしまう。

　我慢の限界を既に超えている京助は、手早く千雪をうつぶせにさせてズボンを引き下ろした。

「アホ、そのままやるな……！」

「心配すんな、とっくにスタンバってんだ」

「う……ああっ……！」

　偉そうに言うのは嘘ではなかったようで、重なった肌の間で冷たい液体が淫靡な音をたてる。すぐにねじ込まれてその圧迫感に思わず千雪は声を上げたものの、あっけなくぐいぐい入り込まれた。

「い…や……あっあっ……！」

　容赦なく擦りたてられ、やがて抗いがたい甘ったるい感覚が鈍い痛みを凌駕して千雪を支配する。

「はっ………はあっ………」

　京助にももう余裕はなく千雪の中で暴れるに任せ、その吐息が色づくまで千雪を追い上げる。

　あかん……また流される…

　千雪の頭の中で何かを考えられたのはそれが最後、あとはひたすら喘がされる唇を閉ざすことさえできなかった。

　

　

　

　冬晴れの月曜は、少なからずブルーになりがちな気分を上昇させてくれるものらしい。

　大学へ向かう道をトロトロと歩きながら千雪は空を見上げる。

　朝は目が覚めたものの起き上がる気力さえなかった。

　久しぶりに部屋の片づけでもやろうかと目論んでいた昨日の日曜は半日身体は使い物にならず、千雪はベッドの中にいた。無論、京助の部屋だ。

　京助に引きずられるようにして風呂に入ったものの、結局京助は抑えが利かず、ベッドでまたしつこく千雪を引き寄せた。

「ほんまに、ええ加減にせぇ……どんだけエロ魔人なんや！」

　常日頃のきつい千雪の毒舌も生気を吸い取られたように弱々しい。

「仕方ないだろ、お前を見てるだけでカッカしてくるんだ」

　ニヤニヤと笑いながら千雪の肌に伸びた手がすぐにあちこち動き出す始末だ。しかもそのいやらしい指は容易く千雪の官能を呼び戻してしまう。

「エロ魔人め！」

　腹の立つのは嫌だやめろと喚くのとは裏腹に、そんなエロ魔人に慣らされて勝手に身体が応えてしまうことだ。

　思い出すだけで顔が熱くなる。

「人を何やと思うとんのや！　最近、手頃な女がいーひんもんやから。佐久間が彼女とうまくやってるのんが羨ましかったんや、きっと！」

　好きなんだぜとか、お前がいいんだとか何とか、一度は信じかけたものの、信じとったらバカを見るのが関の山だと、京助の言葉は聞き流すことにしたのだが、相変わらずマメに世話をやいてくれることに、ついつい甘えている自分にも千雪は我ながら呆れている。

　頭の機能は半分眠ったような状態で午前中を過ごし、昼は軽くすませようと研究室を出た千雪だが、今日こそはあいつは避けたいとキャンパスの外へ出ようとした矢先だ。

「あ、先輩〜！　席、取っときますね〜」

　研究室のある棟を出たところで、手を振るあいつが目に入ってしまった。

「くっそ、無視したる」

　学食とは逆に踵を返した千雪の背後から、すごい勢いで走ってくる足音が聞こえた。

「ちょうど、京助先輩が席取っといてくれてるみたいやから、その前に、俺、先輩に話があって」

　ぐい、と肩を掴んで振り向かされた千雪は、途端不快指数が急上昇する。

「断る」

「え、何ですの、まだ、何も言うてないのに。実は、俺の……」

「お前の話なんか、ちょっと推理すればわかる。とにかく答えはノーや。それに俺は今日は学食へは……」

　行かないと口にする前に佐久間は千雪の両肩を掴んで、顔を覗き込む。

「それはないですやろ。とにかく、昼は俺、おごりますよって、話だけでも聞いたって下さいよ」

「話を聞いてへんのはお前やろ！」

　そんな千雪の話をやはり全く聞いていない佐久間は、「まあま、まずは腹ごしらえが先や」と千雪の腕をガッシと掴んだまま勝手に学食へと向かう。

「そういえば、知ってはります？　京助先輩の今度の相手、超美人っつうか、ゼッセーの美女っつうか、けど、超クールな感じで……」

「うるさいわ！　知るか！」

　ただでさえ口を開けばうるさいのに、超、超などというキーワードが千雪の神経を逆撫でする。

「先輩も知らへんの？　先輩にも内緒にしたはるいうのんはあの超美人何者なんやろ」

「ったく、無神経の極みめ！」

「へ、何か言わはりました？」

「何で、こうも無神経かつ厚かましいヤツばっかなんや！」

　とりあえず、この男だけには絶対、素顔なんか見せない方がいいと再認識した千雪だった。
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　　　　　ＡＣＴ　１

　

　

　かねてから出演を依頼されていたドキュメンタリー番組の撮影に入るから昼過ぎには来てくれと、工藤から連絡を受けたた小林千雪は、午前の講義が終わると研究室には寄らず、カフェテリアでサンドイッチとコーヒーでランチを済ませたその足で指定された美術館に出向いた。

　行ってみると、パリにいるはずのスタイリスト愛川浩美が待っていて、千雪を驚かした。

　工藤の仕事ではしょっちゅう呼びつけられるらしいのだが。

「先週かな、工藤さんから。三ヵ月ぶりの日本だし、千雪さんの仕事だって言うんで飛んできちゃった」

　大喜びの浩美である。

　妙な事件で知り合ったのだが、以来浩美はすっかり千雪フリークだ。

　番組のメインキャスターである檜山匠は、以前は東都美術館で学芸員として勤務する傍ら雑誌に寄稿した雑文が評判を呼び、テレビにも進出、若手イケメン美術評論家として昨今話題の男である。

　Ｔ大でも講義を持っているので、千雪とも互いを知ることとなったのだが、能の狩野流宗家嫡子として生まれながら、家元の座を腹違いの兄に譲り、逆破門した能楽師というプロフィールも騒がれる理由に一役買っている。

「ご一緒でよろしいんですか？」

　浩美が聞いた。

「あ、全然気にしない。ね、千雪さん」

　邪気もなくにっこり笑う匠に千雪は、

「まあ……」

　と、面白くもなさそうな顔で言葉を濁した。

　

　

「待てよ、浩美。これ、俺が着るん？　もうちょっと地味な方がええんちゃう？」

　アルマーニのスーツを押しつけられた千雪は思い切り眉をひそめる。

「それでも地味な方ですよ。せっかくのＴＶだし、このくらい平気ですよ。ポール・スミスとかでもいいと思うんだけど」

　明るいブルーグレイのスーツだ。

「千雪さん、いつももっとカッコいい、カラフルなの着てるのに」

　匠がにこにこと笑いながら口を挟む。

　匠の着ている物はイタリアンブランドだが、もう少しラフな感じだ。

　仕方なく千雪は浩美の言うがまま、仕方なさそうにそのスーツを着た。

　面白いことに浩美の手にかかると、いつものザンバラ髪すら芸術的になるようだ。

「そーだ、どうせなら、チラッと千雪さん本モノが出るっての、どうです？　小林千雪っての隠して」

　匠が提案する。

「冗談」

　一言で一刀両断されて、匠はちぇと肩をすくめてみせる。

　録画撮りは、千雪の方は一日のみで済みそうだった。

　秋に放映予定のこのドキュメンタリーは、青山プロダクション社長であり、敏腕プロデューサーでもある工藤高広プロデュースによるＮＴＶの番組で、日本画家原夏緒を特集するものだ。

　匠が番組で取り上げる原夏緒の絵について、ここでは彼女の息子である小林千雪に語らせることになっていた。

　ミステリー作家としてだけでなく、警視庁に協力してこれまで幾度となく難事件解決に貢献し、そちらの方が有名になってしまったせいで、千雪はテレビ出演など時折依頼されることもある。

　今までは一切受けつけなかったのだが、工藤からの依頼でもあり、しかも母原夏緒の番組とあっては、千雪としても無下に断るわけにもいかなかった。

　始めはちょっとコメントのみという話だったが、匠の意見で、匠の質問に答える千雪、というカットも入ることになった。

　さらに、何点かの絵について千雪がコメントするカットも予定より撮影が長くなった。

　Ｕ美術館にある夏緒の数点の絵の中のひとつに、向日葵と子供たちを題材にした８０号がある。

　子供たちの表情が豊かで、沢山の向日葵に囲まれた清々しい空気が感じられる絵だ。

　小学校の四年生の頃だったと、千雪は思い起こす。

　描かれているのは千雪と、そして研二だ。

　カブト虫と無心に遊ぶ笑顔が可愛い。

　あのいつもの仏頂面を思い浮かべて千雪は苦笑いする。

　それをじっと見ているうちに胸が痛くなった。

　　

　

　 

　

　撮影が終わると既に夜の十時を回っていた。

　美術館もその日は休館で貸切状態だが、弁当などは出たものの、浩美も久しぶりの東京だと騒いでいるし、工藤が六本木あたりに繰り出そうと言う。

「あ、けど、俺、迎えにきてもらう事になってるんです」

　匠の発言に、えっ、と千雪は振り返る。

「ここにか？　運転手なんかいたのか？」

　工藤が匠を見下ろしながら聞いた。

「友人です。十時頃には終わるって言っておいたから、待ってるかも」

「じゃ、そいつも一緒に行きゃいいじゃないか」

　千雪は咄嗟に研二に違いないと思う。

　会えるのは嬉しいが、何だかひどく切ない。

　工藤はスタッフに解散を告げ、浩美、匠と千雪を伴って駐車場に向かった。

　駐車場には千雪にも見覚えのあるグレイのランドクルーザーが停まっており、彼らが近付くと研二が車から降りて姿を現した。

「研二さん、どうもありがとう。待ったでしょう？」

　匠が研二に駆け寄った。

　工藤は外灯の下の大きな男を見つめた。

「終わったんか？」

「ええ。工藤さんがこれから六本木に繰り出そうって言ってるんだけど、研二さんも行こうよ」

　研二は工藤に顔を向ける。

「あ、こちらが工藤さん。青山プロダクションの。工藤さん、黒岩研二さんです」

　研二は、どうも、と、ちょっと頭を下げる。そして千雪に視線を移し、「よう」と言った。千雪も「おう」と返す。

「知り合いか？」

　匠から話を聞かされていた男だと、その時工藤は気づいた。

　大柄な体格だけでない威圧感のある雰囲気に興味を持った。

「高校の同級生です」

　千雪は答えた。

「ほう？　すると、何だ、江美ちゃん、菊ちゃんのお仲間か？」

　工藤は研二を振り返った。

「はあ」

「ふーん、それが、匠のダチで？」

「近くに住んでるんで、たまたま」

　匠がニコニコと答える。

「研二、小説の映画やなんかで随分お世話になっとるんや、工藤さんには。この人はな、スタイリストの愛川浩美さん」

　千雪は研二に工藤や浩美を紹介するが、目いっぱい幸せそうな匠の笑顔が何だか面白くない。

　唐突に静寂を破ったのは、バッバーッとクラクション。

　少し離れて停まっていた車のヘッドライトが点いた。

　皆がそっちを振り返ると、中から降りた男が足早に近づいて来る。

「終わったんだろ？　帰るぞ」

　なんと京助である。

　千雪は驚いた。

「京助、どないしたんや？　こないなとこで」

「どないもこないもわざわざ迎えに来てやったんだ、有り難く思え」

「押しつけがましく現れやがって。これから六本木だ。生憎だったな」

　工藤が口を挟む。

「ほう？　んじゃごゆっくりな。千雪、帰るぞ！」

　京助はあくまでもにこりともせず、千雪を促す。

「きさまも仲間に入りたいんならそう言やいいじゃねーか」

　工藤がニヤニヤ笑う。

「誰が言うか」

　京助は工藤をひと睨みする。

「京助さん、一緒に行きましょうよ、お久しぶりです」

　一触即発の雰囲気を呈してきた二人の間に割り込んだのは浩美だった。

「お前もいたのか。まさかこのためにパリから来たわけじゃないよな？」

「そんなもんですけどね」

「ほな、工藤さんら、俺の車で行きますか」

　研二は工藤と浩美を自分の車に誘った。

　匠はさっさと研二の車のサイドシートに座る。

　工藤は浩美とその後ろに乗り込むと、携帯で会社を呼び出した。

「ああ、良太、今日はこのまま六本木に向う。迎えはいい。もうあがっていいぞ」

「それじゃ、工藤さん、行き先、ナビしてください」

　工藤が携帯をしまうと、運転席から研二は促し、ハンドルをきった。

「研二くん、千雪のダチは三田村や誠は知ってるが、お前さんは初めてだったな？」

　浩美が最近の日本の様子を聞きたがり、匠がそれに答えていたが、その合間に工藤が口を挟む。

　工藤は運転している研二をじっと観察していた。

「ええ、最近東京に出て来たばかりですよって」

　静かだがひどく存在感がある男だと工藤の目に映った。

　

　

「忙しんやろ？　わざわざ来えへんでもええのに」

　車内の重苦しい空気に、ナビシートの千雪が口を開いた。

「迎えにこれねーほど、忙しくしちゃいねんだよ」

　京助はそんな千雪の言葉がよそよそしくさえ思えてしまう。

　京助が機嫌が悪いのは千雪にも十二分にわかる。

　何となく言葉が途絶えたまま、黒のフェラーリは前を走るランドクルーザーについていった。

　

　

　

　

　工藤が一行を引き連れて入ったのは、接待で時々使う静かな会員制クラブだった。

「千雪さん、メガネ、もういいんでしょ？」

　千雪が返事をする前に、浩美は千雪のメガネを勝手に外してシャツのポケットに入れてしまう。

「変装のままテレビ出るのんか？」

　研二が笑う。

「でなきゃ、出たりせーへん」

　研二は手櫛で額に降りた千雪の前髪を分けてやる。

　傍にいたし、あまりにも自然だったのであるが、周りの者は思わず二人を見た。

　

　

　奥に通され、向かいに座った研二を工藤はマジマジと見つめた。

　なるほど、こいつが匠の男で、千雪とは昔相思相愛だったって？　フン、幼なじみね。

　ずっと眉間に皺を寄せたままの京助には苦笑いを隠せない。

　研二を挟むように匠と千雪が座り、京助は工藤の横にふんぞり返っている。

　いつもの毒舌の京助とは対照的に、研二はあまりしゃべらず、静かに飲んでいた。

　匠は周りの雰囲気などおかまいなく絵や能のことについてしゃべり、浩美とはミラノやパリの話題でひとしきり盛り上がった。

　時々話し掛ける匠に研二は優しく微笑みを返す。

　千雪は始めは口数が少なかったが、むやみに酒を空け、頭の中のもやもやを吹き払いたくて、時々口を挟んだ。

　工藤はその会話の中で、何となく研二と京助と千雪の関係を推し量る。

　さらに匠と研二の関係も。

　匠から研二と千雪、それに匠と研二についてはかいつまんで聞いてはいたのだが、京助は千雪を挟んで恋敵であるはずの研二に対して、らしくもなく牙をむこうともしない。

　一方研二は匠に言葉を向けられると優しい目をして頷いて見せるが、どうしても匠の方が一生懸命なようだ。

　しかし研二と千雪からは、幼なじみという要素のみしか把握できない。

　そんな時、思いがけない飛び込みがあった。

「あれー、工藤さんじゃん」

　若手俳優の有望格、大澤流。

　映画監督と有名女優の間に生れた二世俳優で二十六才になる。我侭でちょっとくせがあるが、親譲りの端正な顔と演技の巧さで数年前から注目を浴びていた。

　大学までアメリカで過ごし、卒業と同時に帰国したが、その生意気な態度だけはすっかり有名になってしまっている。

「あれ、そっちは確か能の先生だよな、どーも」

　匠が「どうも」と愛想よく返すと、流は今度は千雪に目を止める。

「こっち新人？　へえ、えっらく、超美人じゃねえか。男？　こいつ？　近頃は女みてーな男多いからな、ナヨッとした。今ってそっちの方が売れるみてーだけど」

　初対面というのに、いい加減千雪の一番嫌いな言葉を並べ立ててくれる。

「女みたいで悪かったやんか。そっちこそヘラヘラうるさいガキやな」

　一瞬静まり返る。

　キレる寸前の千雪の態度に皆がちょっと驚いている。

「ほお？　結構生意気な口聞くじゃねーか、このガキ！」

　流も黙ってはいない。

「つまらんケンカ、買うんやない」

　また言い返そうとした千雪を制した重く凄みの効いた声。

　皆はその声の主を見やった。

　研二は表情も変えずに静かに飲んでいる。

「何だあ！？　このにーちゃんよぉ！！」

　流は矛先を研二に向けるが、逆にジロリと研二に睨まれ、思わずたじろいだ。

「お前と遊ぶ暇はねえんだ、坊や、今夜は。またにしろ」

　工藤はニヤリと笑う。

「Ａｌｌ　ｒｉｇｈｔ！　こえーニーチャンだぜ」

　流はわざとらしく肩をすくめてみせて退散した。

「一緒に騒いだらええやんか」

　千雪は面白くないのを顕わにして、グラスをあける。

「あんなガキ相手に何突っ掛かってるんだ」

　そういう京助の方が穏やかに見えるのが、工藤は面白い。

「そうかて！　腹立つやんか！」

「自分の力も考えんと、すぐケンカ買うからあかんのんや、お前は」

　今度はまた研二に諌められる。

「悪かったやんか、力のうて」

「わかっとんなら、つまらんことに首突っ込むんやない」

　いちいち研二の言葉は重みと威厳がある。

　口数が少ないだけ要点をついている。

　成程、と工藤は納得する。

　どうやらこの研二という男、なかなかの逸材のようじゃないか。

　しかし京助と研二の間は一体どうなっているのだ？

　京助は相変わらず不機嫌そうな顔をしている。

　だがいつもの京助なら、千雪に対して他の男にそんな偉そうな口を聞かせているはずがないのだ。

「そういえば、良太、その後どうです？」

　思い切りよく千雪は話を切り上げる。

　前々から工藤の部下である広瀬良太のことを工藤に聞いてみようと思いつつ、今日までその機会がなかったこともあった。

「その後…って何だ？」

　いきなり千雪の口から出た良太という名に、工藤は内心の動揺を抑えつつ聞き返す。

「え、だって、あいつ、ヘンなやつにつけねらわれてたんでしょ？」

「ああ、そのことならもう平気だ」

　自分と良太の関係を千雪が知るはずもないのだ。

　しかも、たかが良太の名前を出されたくらいであたふたしている自分が工藤はおかしい。

「ほんならええけど…」

　チラリと千雪は工藤を見る。

　なんや、ヘンやで、工藤さん。

「さて、そろそろ帰るぞ、千雪。こっちは明日も早いんだ」

　京助の一声で座はお開きとなり、千雪は京助にせかされて店を出た。

　車はパーキングに置いたまま、工藤は浩美と研二、匠をタクシーに乗せ、自分は次の車に乗り込んだ。

「ほならな」と別れ際に研二は千雪に笑った。

　そんな優しい眼差しに、千雪の心はまた揺れる。

　研二は研二の新しい明日へと足を踏み出したのだ。

　それなのに、まだぐずぐずと引きずっている自分が情けないと千雪は思う。

　こうして忙しい中を迎えにきてくれた京助に対しても、口では天邪鬼な言い方をしても、そんなのは裏切りに等しいようで気がひける。

　俺ってほんま、なさけないやっちゃ…

　そんなこと、余計に京助は面白くないだろうから言わないけれど。

　京助は車を拾うと、千雪を押し込むようにして、運転手に麻布を告げた。

　京助には千雪の心は手にとるようにわかっていた。

　俺だけを見ろ！　研二なんか忘れろ！

　そう言って千雪を追い詰めれば、千雪を一層苦しませるだけだ。

　それに、あいつ、研二を俺は憎むことができない。

　いっそ憎んでしまえれば楽かもしれなかった。

　相手が工藤なら、とっくに殴り倒している。

　だが、あんなにも潔い男を、俺にはどうすることもできない。

　隣で窓の外に目を向けている千雪を見やり、心の中で京助は何度目かのため息をついた。

　

　 

　

　

　　　　　ＡＣＴ　２

　　　　　

　

　八月に入ってから、うだるような暑さが続いていた。

　じりじりと焼けるような太陽は、せめて窓の外で見るだけにしたいものだと思いながら、犯罪心理学の講義を終えて教壇を去ろうとしたところで、千雪は学生につかまって質問を受けた。

　京助が持っている法医鑑定学の講座の階段室満杯というほどではないが、小林千雪という特異な、否、『変人オヤジ』な評判に関わらず、純粋に学んでいる学生も多々あり、面白半分な学生も含めるとそこそこ小さめの教室は一杯になる。

　たびたび質問をぶつけてくるこの女子学生も真面目な部類で、どちらかというとあまり見てくれには興味がなさそうな野暮ったさが漂う眼鏡の学生である。

　真面目な学生には真面目に応対し、気づくと既に廊下で立ち話をして三十分ということも往々にしてある。

　で、慌てて研究室に戻り、次の講義の準備をしているところへ、携帯が鳴った。

「ああ、工藤さん。えー……？　ドラマの撮影、ですか？　暑いから嫌です」

　以前から自身の小説のドラマ撮影に顔を出せと工藤から再三せっつかれていたのだ。

「わかりましたよ。今度の金曜日ですね、はい」

　一度くらい来いと工藤に言われ、不承不承千雪は行くと返事をした。

　自分が映されるのはもうご免だが、ドラマの撮影など、いわゆる万人が憧れる業界の華やかささえも、千雪にかかればウザったいことこの上ない。

　とはいえ、工藤には何かと世話になっているわけで、工藤の顔を立てる意味でも一度くらいは仕方がないかとは思う。

　金曜の講義が終わってから、千雪はタクシーを拾って六本木のスタジオに向った。

　ベストセラーとなった小説は既に二作が映画化され、第三段もクランクイン間近であるが、今回はシリーズ初のドラマとなる。

　映画同様全面的に工藤に任せてあるので、脚本やキャスティングにも一切口を挟むことはしないが、脚本家の西村や監督の大秦らにも挨拶くらいはしなくてはならないだろう。

　工藤高広という男が、広域暴力団中山組組長の甥などという生い立ちを背負いながらも、強引でさえある実力の程を評価をされてきたのは、確かに独り立ちした俳優たちがそれなりの成長を見せているからである。

　使えなければ容赦なく切り捨てる非情さも業界では有名だ。

　にもかかわらず、彼に近づこうとするものは後を絶たない。

　女に限らずだ。

　何年か前に工藤を巡っての女同士の争いをマスコミに叩かれ、躍べないまま自殺した女優もいたことから、工藤のダーティな部分のみが強調されてきたきらいもある。

　千雪が工藤と出会った頃、工藤という男を極悪非道なやつと思い込んでいたのも、工藤があえて悪であるかのように演じていたのだと今は思っている。

　自分と同じちゆきという名の工藤の恋人が、彼との仲を親に引き裂かれて自殺したのだと、軽井沢の別荘を守っている平造老人から聞いたのは、散々工藤を人非人と罵ってしばらくたってからだった。

　少しずつ工藤に対するイメージが変わっていった。

　どうせヤクザの作った会社だ、と思っていたのだが、青山プロダクションは、工藤が母方の曽祖父母から受け継いだ財を元手に興したものだ。

　敏腕プロデューサーでもある工藤を社長に、タレントを含めても総勢十数人と会社の規模は小さいが、青山プロダクションは着実に揺るぎない地位を確保しつつある。

　業界にあって総合的な影響力を及ぼしているのは事実だ。

　近年入社した広瀬良太は、まさしく工藤の手足となって動かされているようだ。

　良太は千雪の講義を取ったこともあるＴ大法学部の出身である。

　在学時は野球部に所属し、細身ながらも四年間野球部のエースだったことは千雪もよく知っていた。

　何やらいろいろ事情があるらしく、いつぞや青山プロダクションの玄関前に良太が倒れているところに通りかかったときは驚いた。

　まだちゃんと紹介されてはいないが、どうやら工藤は結構良太を気に入っていると千雪は見ている。

　今回のドラマに抜擢された俳優は大澤流だという。

　映画では青山プロダクションの志村嘉人が演じている役どころである。

　原夏緒を特集する番組撮影のあとに出くわした男だと、工藤が言っていた。

　あの、クソ生意気なヤツ！

　もっとももう覚えてもいないだろうし、誰であろうとキャスティングに口を出すつもりはない。

　

　

　スタジオに通された千雪は、青山プロダクションの顔見知りの社員秋山から早速監督の大秦を紹介されて軽く挨拶する。

　中を見渡すと、大澤流当人と話しているのは同じくドラマに共演する中川アスカだった。

　青山プロダクションの今や看板女優である。

　秋山はそのアスカのマネージャーとして、常日頃彼女の我侭、もとい天真爛漫な行為が暴走するのをクールに抑える役目を負っている。

「先生！　来てらしたの！！」

　視線を感じたのか、アスカが目ざとく千雪を見つけて走りよってきた。

「何か、妙に渋い！　今日のスーツ」

　アスカが小声でぼそっと口にする。

「余計なお世話や」

　最近は千雪も昔ほど服に気を使わなくなってきた。

　といっても、わざとみずぼらしいようなヨレヨレの上着やスニーカーを身につけるのはやめただけだ。

　この日身につけているものも、紫紀が用意してくれているワードローブからオーダーメイドスーツの一着である。

　夏用に軽い素材で作られたスーツは、思った以上に着心地がいい。

　最近は大きな学会にも顔を出さざるを得なくなってきたし、妙なものは着ていられない。

　その上、千雪がどうしても買うとしたら、ごくごく普通の二着でいくらというようなつるしのスーツでいいと思っているにもかかわらず、京助が勝手に買ってきたりして押入れに増えている。

　従姉の小夜子が京助の兄、綾小路紫紀と結婚してからは、彼女のみならず、紫紀までもが自分の弟たちと同様千雪のワードローブを充実させるべく気を使ってくれるのであるが、これには逆らうこともできない。

　紫紀の用意するものは、Ｔ大法学部助教として派手すぎず、かといってどこに着て行っても恥じることのない上等のものだ。

　プライベート用にと届けてくれるものは、本来の千雪によく似合う、最新ブランドのものだったりする。

　おかげで千雪は、最近服を自分で買ったことがない。

「ダンヒルなんて、ユキには早いわよ」

「うるさいな」

　そこへアスカの後を追うように流がやってきた。

「小林先生、俺、一回聞いてみたかったんだけどさ、今回、俺を選んだ理由は？」

「キャスティングもみんな工藤さんに任せてありますから、俺の意見は入ってませんよ」

　またしても挨拶もそこそこにいきなり軽く割り込んできた流に、内心またムッとしたものの、小林先生、としては何とか自分を制した。

「へえ……」

　しばし流はじっと千雪を見つめていたが、

「じゃ、今回俺を起用したことについての、先生のご感想は？」

「それは作品を見てみないと、何とも答えられません」

　いかにも生意気そうなその態度に、いつかの夜のシーンとあいまって、ほんの少し千雪の口調がいらつきを含む。

「なるほど」

　それからすぐに撮影に入ったので、千雪はしばらく隅で役者が演技するのをぼんやり眺めていた。

　 

　

　自分の作品が映像で段々具体的な形をなしてくると、とっくに自分の作品から抜け出しているのを千雪はいつも感じる。

　もはやそれは自分の作品であって、自分の作品でない、そんな気がする。

　工藤はまだ来ていないらしいし、ぼうっとするのも飽きて、千雪はスタジオを出てトイレに入った。

　自分一人しかいないらしいので、手を洗ってから眼鏡をとって、鏡を覗く。

　確かに自分の眼鏡のない顔には、そのベージュのツイードのスーツは渋すぎるかもしれない。

　クローゼットからあまり考えもせずに順番に引き出して着ているだけだ。

　ドアが開けられたので、千雪は慌てて眼鏡をかけた。

　入ってきた男とすれ違いに出ていこうとして、いきなり肩を捕まれ、驚いて男を見つめる。

「小林千雪先生だよな」

　中肉中背、度の強い眼鏡、年は自分より若いかもしれない。

「そうですが、あなたは」

　男はさらにぐいぐい千雪の両肩を掴んで壁に押しつける。

「一体、なんでうちの安西豊でなくて、大澤流なんだ？　え？　親の七光で威張ってる奴なんかのどこがいいんだ？　安西が奴よりどこが劣るってんだ？　え？　先生、言ってみろよ！！　どんだけ金を掴まされたんだ？」

　始めは何のことだかわからなかった千雪だが、ようやく男が言っていることが分かりかけてきた。

「あなた、どなたです？」

「んなこたどうだっていい！！　どんだけ出せば、よかったってんだ？　え？　言えよ！」

　いい加減千雪も腹が立ってくる。

「何を勘違いしているか知りませんが、俺は原作者としての正規の報酬以外金なんか受け取っちゃいませんよ」

「とぼけてんじゃねーよ！！　じゃあ、なんで安西を選ばなかったんだ？」

「キャスティングに関しては俺は一切工藤さんにお任せしてあるし、俺は安西さんより大澤さんを使えやなんて言うたこともおへん。どなたか知りまへんけど、俺に文句言うんはお門違いやないですか？」

　少々きつい言葉で千雪は言い放った。

「でけえ面するんじゃねーよ！！　三文小説家のくせに！」

「三文小説家でわるかったやんか！　その三文小説家に文句つけてんのお前やんか！！　誰だか知らんけど、さっさとそこどいてんか！」

　カッときた千雪は言い返す。

「何を！！　このやろ！」

　肩を揺さ振られ、いきなりガンと壁に頭を打ちつけられ、はずみで千雪は床に倒れた。

　その時、さっとドアが開いた。

「てめー！！　つまらねー言い掛り付けやがって！！　平岩か、てめー！！　このやろー！！」

　男に殴りかかったのは、何と大澤流だった。

　体格も腕っ節も流の方が強い。

　平岩と呼ばれた男は、殴られて千雪の横に転がった。

「センセーは何にもタッチしてねーんだって、聞いただろうが！！　てめー、文句なら工藤にいいな！！　もっとも折角実力があっても、センセを脅すようなことして、てめー、逆に安西の価値落としやがったな！！」

　途端、平岩は青ざめた。

　そして痛みを押さえてまだ座り込んでいた千雪の前にガバと土下座する。

「も、申し訳ありません！！　安西には何の関係もないんです！！　これは俺の独断でやったことで！　俺はどうなってもかまいません！！　安西には…！！」

「ええからもう行きや！！」

　千雪は苛ついて、頭を抑えたまま言った。

「どうか、安西には関係ないんです！！」

「わかった言うてるやろ！　もう行け……て……」

　あたふたと平岩はトイレから出て行った。

「センセ、おい、大丈夫か？　頭打ったのか？」

　流は手を差し出そうとして、傍に眼鏡が落ちているのに気づいて拾いあげる。

　幸いにも壊れていない。

　流は頭を押さえているのが確かにさっき会ったばかりの小林千雪であることはわかっていたのだが、何かしらの違和感を持って、目をきつく閉じたままの千雪の手を引いて立ち上がらせる。

「おい、大丈夫か？　医者行くか？」

「あ、平気や……もう」

　千雪は目を開け、そこにじっと自分の顔を覗き込んでいる流の目と出くわした。

　流の手にあるのが自分の眼鏡だということも瞬時に理解した。

　互いに言葉がないまま、流はまだ千雪を凝視している。

　千雪は心の中で舌打ちする。

　こんな状況は予想していなかった。

「まっさか、こーゆーカラクリとは……お天道さまでもご存じないと……」

　流はニヤリと笑う。

「あんたの声、どっかで聞いたと思ってたんだ」

　その科白は、あのクラブでのことはしっかり覚えているぞ、という意味合いを含んでいる。

「どうもおおきに。おかげで助かりましたわ。眼鏡、下さい」

　あくまでもシラを切り、手を延ばそうとした千雪の手から、流は眼鏡を遠ざける。

「新人どころじゃなかったってわけか……センセ……工藤がセンセを贔屓するわけだな、こりゃ。オッドロキ！！　あの小林千雪がこんな超ビジンだったなんてな！」

「メガネ、返してんか！！」

　頭の痛みが殆ど消えた千雪は、きつい言葉で睨みつける。

「ヘラヘラうるさいガキが、かあ？」

　面倒な相手に知られたと千雪は思う。

「おい、何だ、こりゃ、ただのガラスかよぉ！？　一体全体この謎はどう説き明かされるんだ？　名探偵さんよ？」

「返せいうてるやろ！」

　流は千雪の手をスルリとかわす。

「こんなスクープ、滅多にないぜ？　ひょっとして、仕事は工藤のベッドでおねだりしたわけ？　センセ」

　ニタニタと笑いながら流は尚も言いつのる。

「それがどないした？」

　イラついた千雪は、思わず言い放つ。

　一瞬、流は口を噤んだが、すぐにまたヘラヘラ笑う。

「開き直りか？　こりゃ、まいったね」

「何をしようと俺の勝手やし。吹聴するんもお前の勝手や。キャスティングだけやない、作品自体何も口挟んだこともない、何もかも工藤さんに任せているさけな。けど、工藤さんは何も言うなとは言うてない。俺がお前のこと言うたら、お前かてどうなるか、わからへんで」

　脅しには脅し、ビシッと言い切ると、千雪は流の手からメガネを取り返し、トイレを出る。

　ったく、だから嫌いなんや、業界なんか。

　ちょうどやってきた工藤を見つけたが、流のことを話すのはやめた。

　当初の目的は果たしたし、トイレで転んでしまったので帰ると言い、スタジオを後にした。

「ユキ、ママもパパもまた遊びに来てって。この間のことももうそろそろほとぼり冷めたわよ」

　アスカが追ってきて、こっそり耳打ちする。

　一ヵ月ほど前になるが、うっかりアスカを車で自宅に送ったところを、写真週刊誌に撮られたことがあったのだ。

　幸か不幸かサングラスに隠された千雪は素顔を知られることはなかったのだが。

「またそんな、ええ加減にせぇよ。それよか気いつけや。ほんま、この業界、どんなことがあるかわからへんよって」

「うん……」

　名残惜しげなアスカの向こうに、流が立っているのに千雪は気づいたが、それを無視して帰途についた。

　

　

　

　

　

　

　　　　ＡＣＴ　３

　

　

　工藤からまた電話が入ったのは数日後のことだった。

　今度は、千雪の作品の映画化第三弾のクランクインを前に、内輪だけのパーティをするのでオフィスに顔を出すようにという誘いだった。

　そういえばと流のことを思い出したが、あれから別段何も起こる様子はなかった。

「内輪というと、どなたはんがきやはるんです？」

「きやはるなんて者はこないってことさ。若いもんだけだ。うちの連中と。小林先生とぜひお話してみたいってのとかな」

　千雪はそれがどうも流のような気がした。

　

　

　三作目となる千雪の小説の映画化は単なるシリーズもの、というだけでない、一作ごとに前作とは全く異なった意外性を持たせ、マンネリ化することを避けてきた。

　今度は一体どんな趣向を凝らすのか、あるいは今度はどんな俳優を使うのか、というのがマスコミの注目するところだ。

　青山プロダクション所属俳優、志村嘉人が準主役となる設定で一作目から出演している。

　毎回ヒロインかゲストに起用された女優は売れっ子になる、といういわくつきの映画だ。

　お陰でそのシリーズ映画化の噂が流れる頃には、新人タレントを抱える各事務所などから出演希望者が殺到する。

　青山プロダクションが今回この映画に起用した新人南沢奈々は、この映画の準ヒロイン役のためにプロダクションが行ったオーディションに合格した、明るい、可愛い、元気いっぱいの十七歳の高校生だ。

　既に映画のスポンサーである製酒メーカーの清涼飲料水のＣＦ撮りも始まっている。

　

　

　千雪が青山プロダクションに着くと午後八時を回っていた。

　予定より遅くなってしまったのは、事件がらみでバイクで飛び回っていたせいだ。

　長袖のシャツを羽織っているが、部屋に入るとしっかりエアコンが効いていて、汗もすぐ引いていく。

「ああ、おそーい」

　すかさず駆け寄ってきたのはアスカだ。

「何飲む？」

「喉渇いたから、ビールもらおか」

　青山プロダクションビルの五階は、バーカウンターも備えられた贅沢なリラクゼーションルームになっており、ちょっとしたパーティや接待、社員の慰労会などにも使われている。

　アスカのマネージャー秋山にもちょっと頭を下げる。

　志村や彼のマネージャーの小杉、それと既に打ち合わせで顔を合わせている奈々や、そのマネージャーの谷川、そして青山プロダクションから独立した小野万里子や嘱託カメラマンの井上俊一といった馴染みの顔もいる。

　内輪というからには、いつもの『小林千雪』でなくてもいいということで、気を使う場所だったら、いくら工藤の命令でも即断っていた。

　だが、すぐに自分を凝視している広瀬良太に気づいた。

「あの時、助けてもらったのに、俺、お礼もできなくて、あの…ありがとうございました」

　慌てて携えたビールを千雪に渡し、少々気後れしながらも良太が頭を下げる。

　目線がほとんど変わらない。

　相変わらずガリガリに痩せているが、野球部のエースだった頃と比べてどこかしら妙に艶めいて感じるのは、仕事柄だろうか。

「ああ、助けたいうほどのことはしてへんけど、覚えててくれたん？」

　良太の肩越しに工藤の姿が眼に入った。

　工藤は嘉人のドキュメンタリー番組のロケに同行し、オスロから帰ってきたばかりらしく、疲れているようだった。

　工藤はかがんで何かを拾い、しばらくそれを見ていたが、やがてぱたんと閉じると、上着のポケットに仕舞い、ふんと鼻で笑って煙草を噛んだ。

「広瀬良太。去年入ったウチの唯一の新人。お前の後輩だ」

　やがて千雪を見つけると、工藤は良太を紹介した。

「後輩ですか？　俺、この人の？」

　良太が納得いかないという顔で工藤に尋ねる。

「うちの野球部エースを知らなくてはモグリやからな。よろしく小林です」

　千雪は微笑んだ。

「こ、光栄です。先輩ってホントに？　でも俺、一浪してるから、二十五ですよ」

「俺の講義取ってくれてたんですよね？」

　良太はマジマジと千雪を見つめる。

「ハ……ハアアア？…」

「まだわからねーのか？　小林千雪大先生じゃねーか。あくまでも社外秘だ。心しとけよ」

　工藤が口を挟む。

「ウッソォ…」

　良太は目を丸くして千雪を見つめる。

「でも、大学にいる時とは別人…」

「あんまり美人だから、しょっちゅう襲われそうになるのよ。だから変装してるの、小林先生は」

　割って入ったアスカが代わりに答える。

「適当なこと言いな。別に深い意味はあれへんね」

　アスカの勝手な説明を引き取って、千雪は注釈をつけた。

「何が社外秘だ、その大先生をいいようにしてんのは、あんたなんだろう？」

　明らかに険を含んだ目付きを工藤に向けたのは大澤流だ。

「残念ながらここんとこ先生はつれねぇからな。俺の方はいつでもＯＫなんだぞ？」

　また工藤が思わせぶりなことを言う。

「工藤さんの相手には役不足違う？」

　千雪は笑ってそう返した。

「だめよ、センセはあたしのものなの！　工藤さんのお相手なんて両手にも余るくせに」

　千雪の腕をとってアスカが主張する。

「例の有閑マダムはどうしたよ？　ちょっとしたラブアフェアには事欠かないくせに」

　俊一が口を挟む。

「でも本命はそう簡単に落ちないから価値があるのよね」

　今度は万里子までがからかう。

　ここにいる大概の者は、工藤と千雪、それに京助の絡みを知っている。

　だが、千雪が工藤と出会って間もない頃の本当のところを知っているのは軽井沢の平造のみだ。

　工藤とは、考えてみれば随分長い付き合いになる。

　やけくその成り行きだったとはいえ、二人の関係はまったくまっさらではない。

　もう昔の話ではあるが。

　でも、と千雪は思う。

　元はといえば京助が悪いんや。

　以来、工藤と京助は犬猿で、京助がガーガー言えば言うほど、工藤は千雪に再三モーションをかけるし、そうするとまた京助が怒鳴り込む、というようにほとんど二人のライフワークのようになっている。

　周りの冷やかしも工藤は面白がっているのだ。

　だが、それでも確かに工藤が自分を大事にしてくれていたことは千雪はわかっている。

　今もやはり気遣ってくれていることも。

　だから、工藤には千雪なりの誠意を持って接したいと思うのだ。

　それにしても、何だか今夜の工藤はちょっとヘンだ。

　どこが、といってはっきりわからないのだが。

「良太ってば、どしたん？」

　アスカの心配そうな声に、千雪は良太を振り返る。

「あ、うん、平気…」

「平気って顔じゃないわよ。工藤さん、良太こきつかってるでしょう？　こんなに痩せちゃって」

「これしきでくたばるようなヤワなやつは、うちにはいらない」

　工藤が鼻で笑う。

「でも、ね、もう休んだら？　今夜は内輪だし、片づけなんか明日でいんだから」

　アスカが言った。

「あの…すみません、そうさせてもらってもよろしいですか？　社長…」

　青い顔で良太が工藤に訴える。

「仕方ねぇな」

　工藤は不機嫌そうに頷いた。

「お先に失礼します」

　良太はぺこりと頭を下げて出て行く。

「えらい青い顔してたで、大丈夫かな」

　千雪は良太の後姿を見送って呟いたが、それから工藤を見て、また首を傾げる。

　煙草をくわえたままぼんやり、どことはなく視線を彷徨わせている。

　そんならしからぬ工藤はあまり記憶にない。

「何で大澤が千雪を知ってるんだ」

　後ろで俊一が流を捕まえて問いただしているのが、千雪にも聞こえた。

「ああ、俺？　こないだＴスタのトイレで小林先生が安西のマネージャーに襲われてんの、俺、助けたんだ。そん時さ」

「全体、どういうこった？　そりゃ？」

　流の発言に俊一が声を荒げる。

「だから、安西のマネージャーが、何で俺を起用して安西を落としたんだってさ、先生に詰め寄ってたんだ」

「何いぃ！？」

　俊一の表情は益々険しくなる。

「ちょっと頭に血ィのぼっとっただけやし、あの人。とっくに目ェ覚めてるやろ。きっと安西さんは何も知らんこっちゃ」

「そーやって、すぐ気許す！　ユキは！　安西豊ってここんとこ人気下がり気味じゃない？　あの人、流みたいにアクないしね」

　とは容赦ないアスカ。

「どうせ俺はアクだらけだよ」

　流が応戦する。

「だらけじゃなくて、存在自体がアクだモンね。自己中で我侭で」

「そっくりお前に返してやるぜ」

「言ってくれるじゃない！」

　二人のやりとりがおさまりそうにないのを見て、

「どっちもどっち言うこっちゃな」

　ポロッと千雪の口から零れる。

「ユキまでいうことないじゃないの！　写真撮られたことは謝ったじゃない！」

　一瞬にして場は静まり返る。

「ちょっとぉ、何それー、どーゆーことよ！？」

　万里子が憮然としてアスカに詰め寄る。

「まさか、ひと月前の、あれ、千雪だったのか？」

　俊一までが納得という顔でニヤニヤ笑う。

　

　

　思い出したくもない。

　夏本番を迎えた蒸し暑い午後のことだった。

　まさしく苦虫を噛み潰したという顔で法学研究室にやってきた京助が、手にした週刊誌を何も言わずに千雪に突きつけた。

　千雪はなにごとかとページをめくり、果たしてそこに、アスカを送っていったまさにあの日の写真がデカデカと出ているのを見て思わず溜め息をついた。

「どないしたんです？」

　研究室の後輩である佐久間が千雪の肩越しに雑誌を覗き込む。

　途端、ゲッと呻く。

「センパーイ……いつからそーなってんです？」

「いつからもなにも……」

「俺も聞きてーもんだな？　え？　千雪……」

　皮肉っぽい京助の言葉が追い打ちをかける。

　『白昼堂々、アスカ新恋人と激写』などというキャッチコピーつきだ。

「ただ送っていっただけや」

　千雪はムッとした顔のまま言った。

「ほう？　それで？　この二人に何があったかにマスコミやらファンは興味があるわけだ」

「せやから何もないていうてるやんか！」

　千雪は写真週刊誌を京助に突き返す。

　よもやということも考えないではなかった。

　普段失念していることもあるが、アスカはアイドルタレントなのだ。

　今では若手人気女優ベストテン内に常にランクされるほどの。

　迂闊だったというしかない。

　工藤にも申し訳がないと思う。

　千雪が連絡を取る前に、工藤から電話が入った。

「週刊誌の件、申し訳ありませんでした。俺の不注意です」

　開口一番、千雪は謝った。

　『全くだ！』

　相当怒っている。

　『もしバレたらどうするつもりだったんだ！　バカヤロ！！』

「はあ、ほんまにすみません、彼女にも謝っておいてください」

　『アスカなら、むしろ話題性で却って好都合だが。講英社の幹部にも厳重にいっといたが。俺の目の黒いうちに二度とやったら、ただじゃおかねーってな』

「はあ」

　『問題はお前の正体だ。明日記者会見で、アスカに適当にいなさせるが、妙にあの写真のお前に興味持つやつらがうろついている。気をつけろよ』

　翌日盛大にフラッシュがたかれる中、たくさんのカメラの前で、アスカは言った。

「彼、パリのボーイフレンドなんです。初めて日本にきてくれて、久しぶりに再会して」

　アスカは悪怯れもせず、シナリオどおりに言葉をつなぐ。

「ウーン……今は、とても大切な存在って言うか……もし、結婚という形にはならなかったとしても、ずっと大事な存在でいると思います」

　この台詞はシナリオにはなかった言葉だったが、後で聞かされて、千雪はアスカにばかり嫌な思いをさせて悪かった、と思う。

　自分がもう少ししっかり意識していればこんなことにはならなかったはずだ。

　

　

「何、何、実はそーゆーことかい？」

　流がピュッと口笛を吹く。

「あんな週刊誌なんか気にせず、ママもパパもいつでもまたゆっくり遊びにいらっしゃいって言ってるのに、あれからちっともうち来てくんないし」

　アスカは悪びれもせず、そんなことを言う。

「子供やないんやから」

　千雪は溜め息をつく。

「両親公認ってわけ？」

　俊一がニヤつく。

「なんならいっそのこと記者会見でもやっちまえばいい」

　周りも面白がって一緒に騒ぎだす。

「恋人宣言でもするか？　結構センセーショナルだぞ。謎の美青年とアスカをセットで売り出すか」

　その騒ぎに我に返ったように工藤が笑う。

「工藤さんまで冗談言わんでください」

「そういや、また来週のゲーノーニュースに久々大センセーも登場するしな」

　ふいに千雪は口をつぐむ。

「何よ、それ？」

　アスカがすぐ反応する。

　いつの間に手に入れたのか、工藤が投げてよこしたゲラには、財界のパーティのあとという説明付きで、今にも車に乗り込もうとする美女と、ドアを開けてやる京助の写真。

　『財界のプリンス綾小路京助の新しいお相手は』というコピーがデカデカと載っている。

　その新しい相手という美女は、先頃ＴＶなどで騒がれているお嬢様タレント、美咲里乃。

　梨園の大物、中村清右衛門の娘で、アメリカ帰りという、何の不自由もなく育ったアクのない美女だ。

　ちょうど今売れっ子の流とはドラマで共演もしている。

　京助とは家柄も釣り合うとか、業界関係者のお墨つきまである。

　その写真に写っている夜、京助の帰りが遅かったのを千雪も知っている。

「里乃のやつ、いつのまに！　ドラマの時なんか、微塵もそんなそぶりなかったのによ」

　流がブツくさ言う。

「何だ、振られたんだ、流」

　とはアスカ。

「言ってろ！　誰があんな生意気な女！」

「あら、里乃って生意気なの？」

「お前には負けるがな」

　その時、千雪の携帯が鳴った。

　千雪は隅の方に移動してそれを受けた。

　実は事件のようすをしりたくて警視庁の渋谷の電話を待っているのだ。

「あ、ああ、誠。　え？　今、青山プロのパーティやて。うん。え、ここにか？　かまへんやろ」

　いつのまにか傍にきていたアスカが千雪の顔を覗き込む。

「京助？」

「誠や」

「わ、久しぶり」

　嬉しそうにアスカが笑う。

「ええいうたんやけど、新しい車調達してくれるて」

「え、今度は何？」

「ポンティアクいうとったけど」

「なるほど、手回しいいじゃん。前の車からアシがつくかも知れねーしな」

　コロナビールを飲みながら流がすかさず絡んでくる。

「名探偵は実はポンティアクを乗り回し、アイドルを乗り回し……ってか？　小説よかずっとおもしれーじゃん」

「車はダチが中古屋やよってまわしてくれるんや。アスカは親同士が親しかっただけや」

　嫌味の交じった台詞に千雪は応戦する。

「言いようもあったもんだな」

　千雪はそれ以上相手にせず、また携帯を睨む。

「連絡待ち？　渋谷か」

　工藤がニヤリ。

　敏腕刑事も工藤にかかっては、そこいらのひよっこ同然のような扱われようだ。

「ええ。……昨夜、栃木まで行ってきた帰りなんですわ」

「まさか、寝てないなんて言うんじゃねーな？」

　ジロリと工藤が睨みをきかす。

「ハア…そう、たくさんは寝てまへんけど……」

「何が、たくさんは寝てねぇだ、俺の目をごまかせると思うなよ。さっさと帰れ！　バイクできてるのか？　仕方ないな、もういいから、向こうで寝てろ」

「平気ですよ。とにかく渋谷さんから連絡もらわんと」

　と、その時また携帯が鳴る。

「おう、研二！」

　途端、千雪は嬉しそうに声を上げる。

「うん、今工藤さんとこのパーティなんや。え、いや、いてへんけど。アスカとかいてるし。誠もくるて。え？　ほんま？　ヒマなん？　きてや。うん、ほな、あとで」

「今度は誰だ？」

　携帯を切ると同時に、工藤が問いただす。

「研二です。ヒマやからここにくるて」

「研二さんもくるの？」

　アスカの声も弾む。

「なるほど、お仲間も一緒に手なずけてるってわけ」

　流はイチイチ突っ掛かる。

　少し長めの髪を真ん中で分けて、はっきりした顔立ちが歪んで笑う。

　確かに昨今のカッコいい男ＮＯ．１と騒がれるだけはある。１８０センチ近い千雪を軽がる見下ろす身長からして、千雪はカンに触る。

「おう、タコヤキ買うてきてくれるいうし」

　流を無視して千雪は言った。

「ほんと？　あたし大好きなの！　タコヤキ」

「お前、タコヤキなんか食うの？　モデルのくせに」

「やだ、何よ、モデルがタコヤキ食べて悪い？　大好物よ！　ユキこそタコヤキなんか食べるわけ？」

「俺こそ目がないんやで。高校ん時の学祭なんか３年間タコヤキ屋やってんで、ウチの部」

「ホント？　ユキ、学祭でタコヤキなんか焼いたんだ」

「俺がタコヤキ焼いて悪いか？　どーでもえーけどな、とにかく研二は、俺に買うてきてんよってな」

「あっ、ユキがそんなケチだったわけないわよね？」

「俺？　ケチやで。残念ながら」

　知らず知らず二人を遠巻きに皆が見ている。

「あの二人、ナカナカイイセンいってるじゃねーか。工藤が面白くねーわけだ」

　俊一がボソリと呟く。

「ホント、ハタから見ると、お似合いのカップルって感じ？」

　最近俳優としてしっかり力をつけてきた嘉人や秋山も同意する。

「ちょっと見はね」

　面白くなさそうに言い放ったのは万里子だ。

　俊一と付き合い始めた今も、千雪は特別な存在なのだ。

「あんたさあ」

　いきなり耳元で言葉をかけられて千雪が振り向くと、流が眉をひそめている。

「アスカは我侭だけど、ネはいー女なんだぜ？　大体、家族ぐるみの付き合いしてんだろーがよ？　二人、見ててもてんでいい雰囲気じゃん。いくら仕事が欲しいからってよ、あんなコマシのダーティなヤローよか、アスカの方がよっぽどいーと思うぜ？　俺ぁ」

　始めは何を言われているのかわからなかった千雪だが、やっと意図を解して苦笑いする。

「そない簡単に割り切れんいうのんが感情やで」

「感情？　ハ、えっちの間違いじゃねーの？」

　千雪が嘯いてみせると、流はむきになって言い返す。

「そら、それかて当然やろ？　ホンマ、この眼鏡かて、いつもあちこちでぞろそろと女の子に後をつけられたりするのがウザったかったからやし」

「言うじゃねぇか」

　わざと流を煽るようなことを言って、ビールを開ける。

　その時、ドアが開いてブーツでドカドカ入ってきたのは誠だった。

「おじゃましまっす！　おう、千雪」

「おう、誠」

「誠」

「よう、アスカ」

　二人はバシッとハイタッチで挨拶を交わす。

「あんた、こいつの、何？」

　そこへ流が割り込んだ。

「何やお前」

　誠はジロリと流を睨む。

「大澤流。今、人気絶頂の俳優やんか」

　千雪の説明にも誠は、ほう、と一瞥する。

「今度のドラマに出てくれはってん。こいつは高校の時からのダチで、辻誠。コイツ中古車兼バイク屋なんや」

「へえ、ゾクのニーちゃんまでお友達？」

　誠は目を眇めて流を睨みつける。

「まーな、こうみえても、昔はちっとは関西で名を轟かせたこともあるんや。ハマでもそこそこナラシとったしな」

「なるほど、名探偵は恐持てのボディガードには不自由しねーってわけだ？　いつかのあのコエーニイチャンといい、そんであのイバリマクリのダテ男に、中山会がバックのここの社長、そんでゾクのあんただ」

「言うとくけど、工藤さんと中山会は何の関係もあれへんで」

　千雪はきっぱり言い放つ。

「コエーニーチャンてなあ、ああ、ヤツのことか？　そりゃお前、ヤツに睨まれたら、コエーくれーの話やないからな。ま、近づかんが身ぃのためやし」

　流がブツブツ言うのを聞いていた誠はニタニタ笑う。

　すると流が真顔になる。

「あのヤロー、そんなに強ェわけか？」

「まな。高校ん時から、こいつら義経、弁慶言われよって、やつはホンマ弁慶に撤しとるからな」

「誠、また、おかしな話ばっかしいなや」

「ほんまのことやんか。すぐカッときて、後先かまわず動くから手ェがかかるいうんや」

　千雪はムッとする。

「どーせ、俺は気短かの木偶の坊やし」

「なんの、お前は正義の味方、ナントカ剣士っちゅうヤツやろ？」

　誠はそんな千雪の頭をクシャクシャやりながら、よけいからかう。

「また人をアホにしよって！」

　そこへアスカがバーボンの入ったグラスを持ってきて誠に差し出した。

「おおき。そういやしばらく見んうちに、また別嬪に磨きがかかったやんか」

「ミエミエ」

「んで？　千雪とはどこまでいったんや？」

　ニカニカ笑いながら誠は突っ込む。

「あたしがわざわざ部屋のキィナンバーをユキのバースディにしてるってのにさ」

　唇を尖らして豪語するアスカの発言に、また周囲の視線が集中する。

「おい、千雪、お前確か十二月生まれやったな？」

　誠はからかい半分に千雪に詰め寄る。

　千雪は答える気力も失せて、黙ったままグラスを口に運ぶ。

　何気なく視線を滑らせた千雪は、どこを見るともなく眉を顰めつつ、手に持っているグラスを弄んでいる工藤に気づいた。

　ぜったい、なんか、工藤さんおかしいで…。どないしたんやろ。

　千雪がちょっと首を傾げた時、ドアが開いた。

　ノースリーブの黒の革ジャンにジーンズ、ナイキのスニーカー、少し長めの硬い髪を無造作に垂らしたその奥に、鋭い眼光。

　黒岩研二の登場だ。

　造作がはっきり整っているだけに、一瞬周りを威圧する。

　その存在感は、確かにタダモノでない雰囲気を醸し出している。

　男らしい精悍さは、『カッコイイ』と称されるにふさわしい。

　それはひょっとすると女よりも男から。

　ともすると女は近寄りがたく思うかもしれない。

　だが、そんな彼がタコヤキの入った袋をかざし、千雪を見つけて破顔すると、その凛凛しい笑顔に、固まった空気が和らいだ。

「お約束のモンや。十分も並んで買うたんやからな。味おうて食うんやで」

　低い、優しい声が言った。

「おおき」

　こちらもいそいそと駆け寄る千雪である。

　滅多に見られないその笑顔に、ハッと息を飲んでしまったのは流だけではない。

　女の子たちにはもちろん、ドキリとせずにいられないほど貴重な笑顔だ。

　クールな美貌に笑顔を見せることが、最近少なくなっている。

　アスカを始め誠らがタコヤキに群がる中、研二はまた優しい笑顔を千雪に向ける。

　その研二と千雪が微笑み合う様を見て、胸がなぜかチクリと痛んだのは流だった。

「なんだってんだよ！」

　一人毒突いて唇を歪める。

「カッコよく登場して、タコヤキなんかで釣りやがってよ、コノヤロ」

　誠が研二を肘で小突く。

「ホーント！　いつみても研二さんってカッコいい！」

　アスカが声を大にして喚く。

「なんぼおだてても、タコヤキはこんだけしかないで」

　研二がボソリと言う。

「そっか、なるほど、義経、弁慶の仲を取り持つのはタコヤキか」

　妙に納得したように呟き、アスカが大きな口を開けて、タコヤキを頬張る。

「奈々もほら」

　実は千雪を一生懸命見つめていた奈々も、アスカに差し出されたタコ焼をパクリ。

「何？　ヨシツネ、ベンケイって」

　秋山の疑問に答えたのはまたしてもアスカだ。

　高校時代、千雪にちょっかいかけようとしても研二が傍らで睨みをきかせているというので、義経、弁慶と噂されていたことから、剣道部が他校の生徒に喧嘩をふっかけられて大会を棄権した時、千雪以外の生徒だけを退学処分にしようとした校長に、頭にきた千雪が退学届けを突きつけたが、Ｔ大合格間違いなしの太鼓判を押されている千雪を辞めさせたくない校長が、みんなの退学処分を撤回したというような話まで、脚色気味のアスカの話に、感心したように奈々が言った。

「小林先生の作品、本当に好きなんですけど、なんか、先生自身のそんなエピソードなんか、すっごいカッコいい！　そのまんま映画にでもなりそう」

「でしょ？　そうね、ヨシツネとベンケイがいれば、やっぱり、シズカもでてくるわよねぇ」

「まさか、アスカがシズカ、なんて笑える冗談言うなよな？」

　横から口を挟んだ誠に、アスカはくってかかる。

「なんであたしがシズカじゃいけないわけ？」

　詰め寄るアスカに誠もタジタジとあとずさる。

「わーった、わーった！　おーっと、そーすっとあれか？　ヨリトモなんかも出てこなあかんやん」

「そりゃーもー、ピッタシっちゃ、アレしきゃないぜ？」

　俊一もいい機嫌で声を上げる。

「アレやわな？　やっぱ」

　誠もニンマリ。

「ほんで、その糸を手繰るとだ、尼将軍てのもいるよな？　まさしくピッタシのキャスティング！」

　俊一は自分の発案に思わずゲラゲラ笑いだす。

「フン、理香だって言いたいんでしょ？」

　アスカがポロリと言う。と思うとこちらもケラケラ笑いだす。

「ほーんと、すっごい適材適所。現代版、ヨシツネ、ベンケイ、いけるよこれぇ！」

　そうとう酔っている。

「なんなら、話にのってやるぜ。千雪、ギャラは言い値で考えてやってもいい。どうだ？」

　工藤までが乗り出してくる。

「アホなこと言わんでください！　工藤さんが言わはるとホンマになる気ぃするわ」

「ホンマにしちまえよ、この際」

　ニヤリと笑う工藤に千雪は呆れた顔を向ける。

「やってられまへんわ、アホらしい」

　再び千雪の携帯が鳴った。

「あ、ハイ、どないなりました？」

　ようやく相手は渋谷だった。

　容疑者が捕まったときくと、千雪はほっと胸を撫で下ろした。

　弾みで妻を殺して逃亡していた男は、実家のある栃木に向かう途中、自棄になって強盗を働き、その町に潜伏していた。

　妻を訪れていたセールスマンが罪を被せられたが、たまたま近所のマンションで起きた事件で、千雪は男のアリバイ工作を見破り、男が犯人であることを渋谷に解明してみせた。

　その手前、それ以上罪を重ねさせたくなかった。

　それで自分も心当たりを探してみないではいられなかったのだが、宇都宮でバッタリ渋谷刑事と山下刑事に出くわし、山下にすごい剣幕で、すぐに帰れと怒鳴られた。

　在学中でもあんな怒りようはなかった。

　千雪は頭を下げて謝り、仕方なくＵターンしたわけである。

　

　

　高校の剣道部主将であった山下に、千雪は入部早々から山下が引退するまでイビラレた。

　ほんのちょっとしたことで、道場の居残り掃除、朝連では素振り百回、明らかに不平等と思われる命令にキレかけて反論したことも何度もあった。

　その度に、主将の命令だの一点張りで、千雪は唇を噛みながらも耐えるしかなかった。

　その山下と警視庁という意外な場所で再会してからだ、在学中の山下の千雪に対する苛めは、実は千雪のためだったのではないかと、研二に言われたことがあった。

　頭ごなしに怒鳴られるとつい反発心も起きてしまうが、研二の言葉を思い出すと、それも千雪を心配してのことではないかと思えるふしがないこともない。

　ともあれ、事件はとりあえずの決着を見たらしい。

　千雪が電話を切って研二の傍に戻ると、どうやら匠の話が出ていたようだった。

「フィレンツェか……一ヵ月？　いいな、あたしも行きたい」

　アスカが言う。

　匠は学会でフィレンツェらしい。

　それで研二は自分に電話してきたのか、と思うと、何となく悔しい気持ちがもたげてくる。

　ヨシツネ、ベンケイなどという話のあとでは、一層心が穏やかではない。

　多情……いうより、欲張りなんやな、俺って

　今更ながらに納得して、千雪はこっそり溜め息をつく。

「どないした？　渋谷さんの電話待ちやってんて？」

　相変わらず優しい笑顔を向ける研二である。

　千雪はふと京助を思い出して苦笑する。

　頼朝あたりでは京助は手に余るだろう。

　あいつなら、信長ってとこやな。

　いっそのこと、本当に映画の世界でだけでも義経、弁慶でいられたらなどとさえ思ってしまう。

　危うく暴走しかける千雪を常にその手前で制してくれていたのも研二だ。

　いや、確かに研二は身を挺して千雪を守ってくれていたのだと。

　ようやく最近になって、知らされた事実。

　それは千雪の心を根底から揺るがした。

　だが、今、研二は言う、前だけを向いて行けと。

　研二の笑顔を見るたび、千雪の心の中で疼くものがあった。

　

　

　

　

　　　　ＡＣＴ　４

　

　

「あ、そだ、ママに連絡すんの忘れてた。ユキ、携帯かして。忘れてきちゃったの」

「ああ」

　思いにふけっていた千雪は、何も考えずにアスカに携帯を差し出した。

　アスカはコールしながら隅のソファに移動する。

　事件も解決してほっとした千雪だが、どうもいつもとは何か違う工藤が気になっている。

「ああ？　工藤？　オスロから帰ってきたバッカだし、疲れてんじゃねー？」

　俊一の言葉にもまだ何となく納得できない。

　アスカが電話を終え、立ち上がったその時、彼女の手の中の携帯が鳴った。

　アスカは思わずそれに、「ハ〜イ」と出てしまう。

「誰って誰よ！！」

　アスカが声を上げる。

　千雪はその応対にチッと舌打ちする。

「どならなくったってよーく聞こえてるわよ！！　バカ！」

　アスカがまた電話に向かって怒鳴る。

　またかよ、と周りはアスカを見やる。

　京助以外に考えられない。

　アスカに「ヤバンジンからよ！」と携帯を渡された千雪が「何や」と言いおわるまでにまた受話器を通して怒鳴り声。

　『てめー！！　アスカなんかに携帯渡してなにやってんだ！！』

　思わず、千雪は耳から携帯を遠ざける。

「鼓膜が破れてしまうがな。大声出しよって」

　千雪はちょっと貸しただけだと説明する。

　『青山か、わかった』

　ブチッといきなり切れる。

「わかったてなんやね……」

　悪い予感はあたった。

　十分も経ったろうか、京助が現われたのである。

　しかもシルビィも一緒だ。

　ハアハア言いながら顔を出した大きなハスキーは、千雪を見つけるなり嬉しそうに駆け寄った。

「何だ、今夜のデートはもう終わったのか？」

　京助が入ってくるなり工藤が茶化す。

「デートだ？　何だそれは」

　相当機嫌が悪い。

「美咲里乃だって？　今度のお相手は」

　工藤は尚も突っ込む。

「マスコミにしばらく忘れられてたからな？　ここんとこ。そろそろネタを提供する頃だと思ってたぜ。理香とじゃ当たり前すぎるしな」

「美咲里乃って言うと、最近売れてる女優でっか？」

　寡黙な研二が口を聞いた。

　研二が口を挟むのはよほどのことだ。

　口調は穏やかでも、さすがの京助もその裏にある意味を解して一瞬口を噤む。

「ウチ関係のパーティだと、いろいろ気をつかわなけりゃならねんだよ。あの女に会ったのはそん時だけだ」

「一度きりのラブアフェアってヤツ？」

　誠も茶化す。

「ざけんじゃねーっ！」

　カッときた京助が怒鳴る。

「もう、うるさいな、何でシルビつれてんね？」

　さりげに話をすり替えたのは千雪である。

　シルビは千雪の傍に擦り寄って甘えている。

「散歩の途中、バカな自転車がぶつかってきやがって、病院つれてったんだよ、コイツ」

「えっ、怪我したんか？」

　驚いて千雪はシルビの身体を触る。

　だが、シルビは撫でてもらうのが嬉しいらしく逆に千雪に身体を摺り寄せるだけである。

「ちょっとした打撲ですんだ。あのヤロー」

「あのヤローて、自転車の方はどないやってんや？　コイツにぶつかったんやったら、向こうも怪我したんやないか？」

「あのヤローが悪いんだよ！　自業自得だ」

「自業自得て、まさか、放ってきたんやないやろ？」

　千雪の目もきつくなる。

「真顔で聞きやがって。きさまが俺をどう思っとんのか、よーくわかったぜ」

　工藤がクックッと笑う。

「真実ついとるってとこだろーが」

　そんな台詞が飛びかう横で、酔っ払ったアスカがケラケラと笑いながら、シルビと戯れている。

　シルビを呼ぼうと左腕を挙げた千雪に、すぐ傍にいた研二が言った。

「その腕どないしてんや？」

　えっと千雪は振り返り、そのまま自分の左手首の下に目をやってから慌てて降ろした。

「ちょっと転んでん……」

「転んでそんな傷ができるか？」

　険しくなる研二の口調。

　そこにいきなり別の腕が伸びてきて、シャツの袖をぐっと上げた。

「何だ？　これは」

　一層強い声で京助が問いただす。

　確かに、どう見ても刃物で切った痕だ。

「い……たい！　離せよ！」

　ようやくその腕を離して京助が再び尋ねた。

「何だって聞いてんだ！　てめー、昨夜、どこで何してた？　都内にいなかったのは先刻承知だ！　とっとと吐け！」

「吐け……て……人を容疑者扱いしよって」

　口でブツブツ言う千雪におかまいなく、工藤がそれに答えた。

「栃木まで容疑者と追っ掛けっこしてたらしいぜ。夜中じゅう」

「何だと？　てめー、また、いらんことに首を突っ込みやがって！！」

　京助の怒りが益々増長したらしいことは、そのトーンが低くなったことでわかる。

「いらんことって、俺は……」

　言い訳しようとする千雪の言葉を遮って京助は怒鳴る。

「帰るぞ！　さっさとしろ！」

　その傲慢な態度にカチンときた千雪だが、それ以上京助を怒らせてもロクなことはないのはよくわかっている。

「さっさと帰り。その傷、はよう手当てしてもらえ」

　研二が言った。

「もう渇いてるて……それより研二、アシないねんやろ？」

「誠もいてるし。もうちょっと飲んでくわ」

　それは研二の優しさだとよくわかっている。

「おう、久しぶりにトコトン飲むか？　ってことで、工藤さん、車頼んまっせ。千雪、お前もバイク置いてくんやろ？」

　誠に言われて、千雪も仕方なく頷く。

「ほな、工藤さん、今夜はこれで……。お騒がせしました」

「グズグズすんな！！」

　工藤に頭を下げる千雪を京助が急かす。

「んな、デカい声で怒鳴らんでもわかるわ」

　ブツクサ言い返しながら、京助に続いて千雪、その後から大きなハスキーが出て行った。

「横暴ヤロー！　誠！　あたしも飲むっ！」

　その背中にアスカが声を張り上げる。

「おい、それ以上はヤバいんじゃねー？　相当飲んでるやろ？」

「いーのっ！　飲むったら飲む！」

　言いながらアスカは研二の腕にしがみつく。

「いーでしょ？　研二さん」

「仕方ねーな、河岸を変えるか。」

　工藤が言った。

　一行はタクシーを拾い、六本木の街に繰り出していった。

　

　

　

　

　車に押し込まれるようにして、京助の部屋につれてこられた千雪は、その勢いのまま、上半身を脱がされ、腕の傷を曝された。

　容疑者のナイフが掠っただけなので、確かにもう傷は乾いている。

「向こう見ずも程々にしろ」

　そう言った京助の声は妙に落ち着いていて、却って不気味である。

「風呂から上がったら、手当てしてやる」

　湯を張って出てきた京助に言われ、千雪は何となくさからわぬ方が得策と内心頷いて、風呂に入った。

　にしても、なんややっぱ、気になるな…。工藤さん。

　何かあったんやろか…

　いつのまにウトウトしたのか、湯の中に沈みそうになって、慌てて湯から上がる。

　バスローブを腰に巻きつけ、リビングに行くと、京助は難しい顔でノートパソコンの画面に向かってキーを叩いている。

「湯入れてるで」

「おう」

　京助は千雪をソファに座らせ、救急箱を持ってきて、傷口を消毒した。

　京助が風呂から上がる頃、カウチで千雪はすっかり眠ってしまっていた。

　再び目が覚めたのは、京助にベッドの中で抱き込まれたからだった。

　ゆっくり、執拗に、京助は千雪を抱いた。

　いつにもまして執拗に責め立てる京助に、千雪は声を上げずにはいられない。千雪の美しい肌に花が咲くように、見る間に愛された証が付けられていく。

　半分眠っていた千雪が散々身体中を弄られて、火が付いた。声を上げるのすら押さえることができない。

「京……あっ……」

　千雪はその滾りを受け入れて喘ぐ。

「工藤が声をかけりゃ、すぐにのこのこ出向くし、まさかあの突っ掛かり坊やでも銜え込む気だったのか？」

「アホ……何……言うて……」

「それとも工藤やらご学友やらとまた旧交暖めようってつもりだったのか？」

　工藤が千雪を諦めたとは思えない。それなのに、ホイホイやつになつきやがって。

　京助の中でまた怒りのボルテージが上がる。

「お前と同じにせんといてんか……俺は……っ！！」

　千雪は激しい情のうねりに悲鳴を上げ、京助の首筋にしがみつく。あとはもう二人で夢中になり、やがてどちらともなく果てる。

　一瞬遠退いた意識が戻ってきても、なかなか呼吸は整わない。

　これ以上の幸せを望む方がどうかしている。

　愛する人とこうして一緒にいられるというのに。

　だが、千雪は心の隅にある哀しみを未だ拭いきれないでいる。

　生きていくということは、喜びの数が増えると同様に哀しみもまた増えずにはいないのだ。

　その哀しみの一つの断片は研二だ。

　研二が、千雪の幸せをこそ自分の幸せとしてきたように、千雪にとっても研二の幸せこそ自分の幸せだと思う。

　研二の幸せが無い限り、千雪にとっての幸せのジグゾーパズルは未完のままだ。

　そうして京助がこれ以上もない愛を注いでいるとしても、千雪の心の片隅は研二がいるのだ。

　それは、千雪が言わずとも、京助にもよくわかっていた。

　例え、研二の妻だった女が謀った結婚だったとしても、彼は誠実に家庭を築こうとしていたはずだ。

　研二が子どもを愛していたことも事実だし、妻を彼なりに愛していたことも、また事実なのだ。

　だが、研二の本当に愛する誰かへの尽きることのない嫉妬、自分の謀った偽物の家庭や研二への呵責の念に、妻の方が押しつぶされてしまった。

　離婚に同意したのは、逆に愛しきれなかった妻への償いであると同時に、千雪への思いを断ち切るために彼女の謀に抗することなく、乗ってしまった自分へ課した罰だと、研二は京助に語った。

　

　

　一度は千雪を研二に返さねばならないかと覚悟した。

　だが、脆弱な精神はどうしても千雪を手放すことができなかった。

　俺にはお前を責めることはできない。

　京助は心の中で研二に告げる。

　だが、やはり、どうしても、千雪だけは連れて行かないでくれ。

　京助は心の内で叫び、腕の中の千雪を抱きしめる。

　様々な運命の歯車が噛み合わさって軋む。

　そろそろ夜が明ける。

　

　———————暑い一日がまた始まる。
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